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開会   午後 １時３０分 

 

教育総務課長   ただいまから令和元年度第１回草津市教育委員会事務外部評価委員会を開催

いたします。 

 開催にあたりまして、川那邊教育長より御挨拶申しあげます。 

 

川那邊教育長   皆さん、こんにちは。今回は教育委員会の外部評価委員に御就任をいただき

ありがとうございます。快くお受けいただきましたこと、お礼を申しあげます。 

 また、平素はそれぞれのお立場で草津市の教育の推進・充実にお力添えを賜

っておりますこと、併せてお礼を申しあげます。 

 さて、草津市では平成２２年に草津市教育振興基本計画の第１期計画を作り

ました。第１期計画が５年で終わって、第２期計画が平成２７年度に策定いた

しました。ちょうど今年でこの第２期が終わりまして、これで約１０年が終わ

ったことになります。その間、草津市では、この基本計画に掲載してある内容

を一つのバイブルとしながら積極的な取組を進めてまいりました。学校や事務

局あるいは関係の皆さん、団体等のお力がありまして、全国に誇れる実践、県

内をリードするような実践が数多く生まれ、勢いある草津の教育というような

言葉もいただいておりますので、大変ありがたく思っております。特に学校教

育におきましては、ＩＣＴのプログラミングであるとか英語教育であるとか道

徳教育であるとか、そういったあたりは、国との連携もしっかりとりながら、

かなりのトップを走るぐらいになったこと、ありがたく思っております。どの

分野においても、様々な取組があるわけですけども、どんな取組をしても課題

があるのは、これは否定できないことでございます。その課題などについて謙

虚に受けとめながら、今までの実践を、取組を振り返り、そして、さらにこの

次の第３期の計画に繋げたいと思っております。そういった意味で、委員の皆

様には忌憚のない御意見をいただきながら、その意見がまた次に繋がるという、

そういう私たちも思いを持っておりますので、課題を共有しながら次に繋げて

いきたいと思っております。 

 この委員会は、私たちが持っている委員会の中でもかなりハードな委員会の

一つでございます。それにふさわしい委員の皆さんに御就任いただいたという

ことで、私たちも期待をしながら、ともに草津の教育行政の発展に繋げていく

ことができればと思っております。どうぞよろしくお願いします。ありがとう

ございます。 

 

教育総務課長   ありがとうございました。 
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 川那邊教育長は、この後、他の公務がございますので、ここで退席をさせて

いただきます。 

 

川那邊教育長   失礼します。ありがとうございます。 

 

教育総務課長   次に、外部評価委員の皆さんの御紹介をさせていただきます。 

 私の方から紹介いたしますので、委員の皆様、簡単にで結構でございます、

自己紹介をお願いいたします。 

 学識経験者として、滋賀大学教授の糸乗前様です。 

 

糸乗委員     糸乗です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は、草津の方には２０年ぐらい前に来させていただいて、草津市民として

生活させていただいております。あとは職場の方では、滋賀大学と県教育委員

会並びに市の教育委員会の協力を得まして、コア・サイエンス・ティーチャー

という中核的な理科の教員を育てるっていうプログラムで、草津市の小学校と

か中学校の先生方、数多くの先生方と御一緒させていただいております。そう

いう関係もございまして、この外部評価委員はこれで５年目ぐらいになるかな

というところになっております。 

 毎年この評価のまとめのところを見させていただいていますと、本当にたく

さんのことをしていただいていますので、それを外部評価としては、個人的に

と言った方がいいのかもしれないですけど、良い取組は高く評価すると継続し

ていただけるのだろうなというふうに思いますので、是非そういった形で、御

努力されている部分ですね、先ほど教育長もおっしゃいましたけど、取り組ん

で、課題も見つけてやっておられるので、そういうところを評価させていただ

きたいなというふうに思っております。どうぞ今回もよろしくお願いいたしま

す。 

 

教育総務課長   ありがとうございました。 

 それでは続きまして、学校教育関係者としまして、公立小学校元校長の川端

一様です。 

 

川端委員     川端です。こんにちは。私は、昨年の３月に退職をさせていただきました。

３８年間の教員生活を過ごさせていただいたわけですが、県の教育行政に１３

年勤めた以外は、全て草津市内で仕事をさせていただくことができました。学

校の現場、それから教育委員会の現場等々で、大変お世話になった教育長さん

をはじめ、皆さん方にお世話になって、私、３８年間勤めさせていただいたな
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と思っています。 

 今回こういう形で、また逆の立場で教育行政の評価という大変大きな責任の

ある役割をいただきました。自分の経験から、これからのこの会、どれだけ意

見が申せるか十分不安な部分がありますけれども、これからの草津の教育、草

津の子どもたち、また草津の市民の皆さん方に少しでもこの外部評価の会議が

お役に立っていくことを願っているところです。 

 併せて、このお話を聞いたときに、新しい教育基本計画を立てるための土台

にもなるんだという話を聞きまして、さらに責任を感じているところですが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育総務課長   ありがとうございました。 

 続きまして、公募市民として、木村桂様です。 

 

木村委員     初めまして、こんにちは。木村桂といいます。私は、今は草津の北山田町の

専業農家でお仕事をしています。子どもが３人いまして、上の子は今、松原中

で１年生としてお世話になっておりまして、下二人、娘が山田小学校の２年生

と５年生でそれぞれお世話になっています。いつもは小学校に毎週１回、朝の

読み聞かせでボランティアとして１年生から４年生までの教室に行って、絵本

を読ませてもらったりしているんですが、学期に一度お話会を開いて、どこか

のサークルの人たちと一緒に全学年を対象に本を読ませてもらったりしていま

す。あと学校運営協議会のメンバーに入れてもらってまして、管理職の先生と

も年に数回お話をさせてもらっています。 

 今はもう主に家業が忙しくて、ビニールハウスがたくさんあるので、野菜を

中心にしてるんですけども、１７年ほど前には、草津の方で初任者として教員

で採用していただきまして、山田小学校に３年間お世話になりました。そのと

きに川那邊教育長に大変お世話になって、もう何もわからない状態で初任者で

行っていたところをすごく助けていただいたので、今回このようなお話をいた

だいて、自分にも何か、何もできないと思うんですけど、お役に立てたらなと

いう思いで来させてもらいました。 

 今は家の方にいて、元々復職するはずだったんですが、やはりちょっと家業

が忙しくて、いろんな事情もあって復職できなかったんですけれども、その分、

地域からの目線とか、あと保護者としての目線とか、あと、ずっと前の教員だ

ったときの想いを思い出しながら、いろんな立場で意見が少しでも言えてお役

に立てたら良いなと思ってさせてもらいました。今日はよろしくお願いします。 

 

教育総務課長   ありがとうございます。委員の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 
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 続きまして、本日出席しております教育委員会事務局の職員の紹介をさせて

いただきます。 

 

教育部理事    教育部理事の畑と申します。今日はどうぞよろしくお願いいたします。 

(学校教育担当) 

 

教育部副部長(総括)   教育部総括副部長をしております山本です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

教育部副部長   教育部学校教育担当の副部長と学校政策推進課部長を兼務しております江竜 

(学校教育担当)  と申します。よろしくお願いします。 

 

学校教育課長   学校教育課長をさせていただいております京近です。よろしくお願いします。 

 

児童生徒支援課長   児童生徒支援課といいまして、今年度から学校教育課の方から分かれまして、

人権それから特別支援教育、そして生徒指導の分野を担当させてもらっており

ます成田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育総務課係長   事務局をさせていただきます、教育総務課総務係の門脇と申します。よろし

くお願いします。 

 

教育総務課主任   同じく教育総務課総務係、坂と申します。よろしくお願いします。 

 

教育総務課長   最後になりますけれども、教育総務課長をしています田中と申します。どう

ぞよろしくお願いします。 

 次に、委員長の選任を行いたいと思います。草津市教育委員会附属機関運営

規則によりまして、委員長は、委員の互選により決めていただくことになって

おります。 

 委員長の互選につきまして、どのような形で進めさせていただいたらよろし

いでしょうか。 

 

川端委員     事務局のお考えあるんであれば、事務局の方から提案いただいたらどうでし

ょうと思うんですが。 

 

教育総務課長   今、川端委員の方から、事務局の案ということでいただきました。 

 事務局といたしまして、学識経験者であります糸乗委員に委員長に御就任を
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いただきたいと考えておりますけれども、よろしいでしょうか。 

 

川端委員     是非お願いします。 

 

教育総務課長   ありがとうございます。 

 異議なしということで、それでは、委員長につきましては糸乗委員にお願い

いたします。 

 それでは、規則によりまして、委員長は、会議の議長となると定められてお

りますので、ここからは糸乗委員長に議事の進行をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 それでは、議事という形になるんですけども、点検・評価に入る前に、事務

局の方から簡単にその進め方とか評価シートの見方の御説明をお願いしたいと

思います。 

 

教育総務課係長   失礼いたします、事務局教育総務課の門脇でございます。私の方から概要を

説明させていただきたいと思います。 

 お配りしております評価の報告書ですけれども、９ページと１０ページを見

開きの状態に見ていただければと思います。 

 こちらは、右上にあります施策２６を見本としているんですけれども、一番

上の方には教育振興基本計画に掲げております施策の基本方向や目標などを記

載しておりまして、右の方に施策の番号と施策名を記載しております。この施

策の番号に沿って順次進めていきたいと思っております。その下には具体的な

施策、事業などを記載しておりまして、さらに、その下には事業の内容であり

ますとか評価項目、目標値、目標と実績、目標達成度といったところを記載さ

せていただいております。 

 下の方、１０ページに移りまして、こちらの方には昨年度の外部評価委員さ

んからいただきました御意見でありますとか、その御意見に対する対応、そし

て今後の課題というところをまとめておりまして、右の方に外部評価委員の意

見というところ、こちらにつきましては、本日と次回の会議でいただいた御意

見を最終的にまとめていくというような形で評価を進めていこうと思っており

ます。こちらの左の方に担当課という部分がございます。本日は、学校教育課、

学校政策推進課、あと先ほど成田課長の方からありましたように、今年度新設

されました児童生徒支援課の３課が担当する事業についての評価をお願いをし

たいと思います。 
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 なお、昨年度から担当課が変わっている場合は、矢印で表記しているような

格好で表示をさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

 進行につきましては、各シートにつきまして、担当課の方からまずざっと説

明をさせていただいた後に、委員長の進行に従いまして、各委員の皆様から御

意見、御感想などをいただく形で進めていただきたいと思っております。 

 時間が限られておりますので、事務局からの説明は簡潔にさせていただこう

と思っております。御説明が不足するような場合は、御質問いただきましたら

お答えする形で説明にかえさせていただければと思っております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。そういう感じで進めさせていただくということでよ

ろしいでしょうか。 

 それでは、今日の担当のところということで、まずは１５ページのところか

ら、少し飛びますが、１５ページの施策４のところからということで、まず、

よろしくお願いいたします。 

 

学校教育課長   失礼します。学校教育課の京近でございます。 

 （１）道徳教育の推進ということで、国、県から委託を受けまして、道徳教

育、毎年推進を進めております。その研究を中心としまして、実践に取り組ん

でおります。その結果、評価項目、人が困っていたら進んで助けるという児童

生徒のアンケートに答えた子どもということで、実績は８７.３％、目標達成

率は９７％でございます。 

 下へ参りまして、昨年の御意見から、教育委員会にサポートしてほしいとい

うふうな御意見でしたので、対応としましては、研修会、ブラッシュアップ研

修会、それから道徳教育推進教師の研修会など、研修に努めておりまして、各

校の教師の指導力向上に努めております。また道徳科の授業改善指導の手引き

というものを作成して、各学校へ配布し、教員の指導力向上にさらに続けてい

るというところでございます。 

 課題としては、継続して授業改善・評価に取り組んでいく必要があるという

ふうに思っておりますので、今年度も引き続き国、県の指定を受けて、研究を

進めているというところでございます。 

 

児童生徒支援課長   （２）中学校区別人権教育実践交流会について、児童生徒支援課、成田がお

話しさせていただきます。 

 内容としましては、中学校区ですね、市内六つあるんですけれども、その就

学前の職員から、小学校、中学校、高等学校の、中学校区に高等学校がある場

合は、一緒に実践交流を行って、人権教育の視点から教育活動を一緒に進めて
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いくということに、取り組ませてもらっています。評価項目としましては、全

国学力・学習状況調査、中学校３年生と小学校６年生のアンケートの結果、自

分には良いところがあると回答した子どもの割合が、目標値は７４でしたが目

標達成度は１１２．２％ということで、高い数値をいただいております。 

 そして、下にまいります。昨年度の評価委員さんの御意見を受けまして、自

己肯定感を高められるようにということで、各中学校区とも自尊感情の育成に

ついて、協議などを行っております。 

 今後の課題としましては、人権尊重の精神を目的にしながら、またいろいろ

な新たな人権課題が出てきております。例えばＬＧＢＴでもそうですし、イン

ターネットの匿名性のことであるとか、いろいろな人権課題に関しまして、子

どもたちがただ単に聞いて終わりではなくて、参加できるような、体験できる

ような、また協働できるような人権学習をより進めていけるような授業にして

いきたいなということを思っております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、御質問あるいは御意見などございました

らお願いいたします。 

 

川端委員     よろしいですか。 

 

糸乗委員長    はい、どうぞ。お願いします。 

 

川端委員     （１）は（１）、（２）は（２）と、分けてそれぞれ発言した方がよろしい

ですか。 

 

糸乗委員長    もう一緒で。 

 

川端委員     そうですか。 

 

糸乗委員長    はい。 

 

川端委員     といいましても、まず道徳教育の方ですが、草津市では、国や県の指定を積

極的に取り入れられて活用をいただいてるということで、その成果が見えてい

るのではないかなと思います。今後も引き続きここにそういうものも活用しな

がらしていただけたらと思うのですが、事業名は道徳教育の推進、「特別の教

科道徳」としての道徳教育が始まりまして、道徳の時間のあり方をここで評価

をするのか、それとももう少し大きな、道徳教科という道徳教育というものを
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評価していくのか、その辺が、これから新しい構成を作られるときの視点をど

っちに軸を置くのか、どちらも軸を置くのかといったあたりについても考えて

いく必要はあるのかなと思いました。 

 

糸乗委員長    それじゃあ、まず（１）だとは思うんですけれども、そちらに関して、はい、

何かございましたら。 

 

学校教育課長   御指摘いただいた部分は大きな部分かなとは思うんですけれども、今後の話

し合いに生かして、入れさせていただきたいとは思っているんですけれども、

ここに書いてある部分見ますと、やはり教科としての道徳は当然あります。そ

れができていますので、それについてしっかり授業を年間３５時間やって、し

っかり評価して、その中で子どもたちに力をつけていきたいと思っているんで

すが、道徳的な力というのは、もうその道徳だけでなく、全教科いろんな活動

の中で、学校のいろんな活動の中で培っていくものだと思っておりますので、

どちらかというと道徳教育全般の中でやっているということをやっていきたい

なと思いますが、その一番代表的な部分で道徳科というのを挙げさせていただ

いているというような捉えでいます。 

 

糸乗委員長    よろしいでしょうか、今の件に関しては。 

 （１）のところで何かございますか。 

 

木村委員     私は、自分が初任者のときに道徳がすごく苦手で、どういう発問をしていい

かとか、子どもたちにどう意見を引き出したらいいかとか、すごく道徳の時間

が来ると苦手だなという意識があったんですけど、そのときすごく道徳の授業

が上手な先生がおられて、同じ学年を組ませてもらったときに、道徳とはこう

いうもんだよって、心を育むためにこういう発問を、例えば、「質問の仕方の

語尾はこういうふうに言うべきだよ」みたいなことをすごく丁寧に教えてもら

って、そこからもう見方が全然変わって、道徳の授業をもっとしたいなという

ふうになったんですけど、今、参観とかで行かせてもらって授業されているの

を見てると、私と同じように迷いながらきっとされているんだろうなとか、子

どもにここだけは言わさなあかんから、もう何ていうかな、国語の質問みたい

にこうなるっていうか、何かそういう目線で見てしまう自分も嫌なんですけど、

何か子どもが言わなあかん、こう言わなあかんかなみたいなことで、先生も子

どもも何かこう盛り上がらないというのを感じることが多いので、何かその最

初の初任から何年間かのその道徳の上手な方との出会いが、私はたまたまあっ

たんで幸せだったんですけど、やはりそういうことを、本当に最初の時点でセ
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オリーというか、こういうような発問をして、子どものこういった意見を出す、

といったいろんな手段がある、前に出て演技をするなり、いろんな意見を並べ

るなど、いろんな方法を私は教えてもらえたので、そういったことを研修みた

いなので、もちろん他の授業でも大事なんですけど、道徳、特に何かこれから

教科になったというのもあるので、丁寧にその学校の中で若い先生たちが習え

る場がたくさんあったらいいなというふうには思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。教科になったということで、多分、恐らく変わって

きたこともあるのかなとは思うんですけれども、具体的には、まず始まったと

いうところですので、また変化とかが出てきたらそれをお聞かせいただきたい

なと、感想ですけども。 

 その次、もし（２）の方もございましたら。 

 

川端委員     （２）の方ですけど、自尊感情というのはとても大事だと思います。ただ、

自尊感情、学校の先生だけが育てるものではないので、そこにはやはり保護者

とか、その子どもの周りの大人、いろんな者がやはり関わる、その関わりの中

で本人に自尊感情が育まれてくるだろうと思います。そう思うと、中学校区の

実践交流会、これは恐らく教職員の集まりになると思うので。 

 

児童生徒支援課長   そうですね、はい。 

 

川端委員     そこに保護者や地域の方が入るかどうかは、またやり方は難しいかもしれま

せんが、その実践交流会の部分を保護者、地域の方にどう広げていくのかとい

うのがとても大事で、先生だけが自尊感情を育てるのではなくて、みんなで子

どもの自尊感情を育てようという、そんな学校区全体に、市全体になっていけ

ば、何か理想かなと感じているところです。 

 ただ、実績として、全国学力状況調査、自分には良いところがあるというの

が、４年前のいわゆる７０％弱から８３％に急激に上がったというのは、何か

その手応えになるようなものがあったんですか。今年の結果もまた楽しみかな

と思いになりますが。すごくね、子どもたちがそう感じてるというのが伸びて

いるので、そういうふうに取り組まれてきた成果、ここのところを子どもの励

みだけじゃなくて、先生方の励みにもしていただけたらいいかなと思います。 

 

糸乗委員長    そうですね、こういうことって少し時間が掛かることだろうと思いますので、

成果が出るという形になれば、それを本当に返していただくと、より励みにな

るということは、本当にそういうふうに感じました。 
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 いかがでしょうか。 

 また、交流会などに関して、地域の方々との交流っていうのはその他の部分

でもいろいろとやっていただいていると思いますので、その中で、この人権に

関係してされるかどうかというのはまた考えていただくということかと思いま

すので、はい、じゃあそのときにでもお話しいただければと思います。じゃあ、

この部分はこれでよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、次へ移らせていただきます。次のページですね、１７、１８ペー

ジの施策５です。お願いいたします。 

 

児童生徒支援課長   （１）についてです。草津市のいじめ問題対策連絡協議会です。いじめ防止

に向けて、いろいろな対策はさせてもらっているんですけれども、本年度は三

つのことをさせてもらうということで取り組ませていただいております。昨年

度からのいろいろな御意見も受けまして、昨年度につきましてはいじめの認知

件数に対する解決率ということで、一応今現在の状態では１００％解決してい

るということで報告させていただいています。本年度、昨年度から引き続きの

部分もあるんですけれども、学校いじめ防止基本方針につきましては、各校で

またきちっと改定をし、そしてホームページ等に載せて、まず皆さんにもお知

らせしております。 

 今年度三つの取組として一つは、引き続き６月、９月にいじめ防止強化月間

をさせてもらうということで、各校でさまざまな取組をしてもらっています。

主な部分につきましては、今、教育相談をしながら、まず初めに、早期にいじ

めを発見する。そして、今年度特に思っていますのが、いじめを防止したいと

いうことで、まず、アンケートの改善をしていって、その後、子どもたち主体

の何か取組をしてもらうことができるかということで今、計画を立てていただ

き、６月につきましては、学級でのいじめ防止宣言であるとか、それから個々

人の目標をそれぞれで考えていくであるとか、地域の方へそういったことを自

分たちがやっているんだということを発信していくというようなこともしてい

きました。あと地域の方からも、この後出てきますコミュニティ・スクールを

通しまして、子どもたちにも見守ってるよというような、ちょっと発信もして

いただいたところもあります。そして、三つ目としましては、授業のところに、

やはり、学校といえば授業ですので、いじめ防止のプログラムを去年の末に市

の方で作成したものがあります、それを実践していただきながら、またより良

い授業にしていこうということを今、している途中でおります。 

 それから、（２）いじめ等問題行動対策アドバイザー派遣事業です。こちら

は、児童生徒や保護者などに直接対応できる自立支援、精神保健指導に関する

アドバイザー２名を中学校に派遣させてもらっております、そして対応してお
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ります。いじめを含む問題行動等の発生件数の減少率をそこに挙げさせていた

だいております。 

 そして、下に行きます。２名の派遣につきましては、非常に日々子どもたち、

保護者と接していただきながらさせていただいてるんですけれども、学校の状

況に応じて必要な学校にその時期その時期に行っていただけるように、ちょっ

と工夫を今年度はさせてもらっているところです。ただ、課題としましては、

やはり時間数の制限が、雇い入れということになっておりますので、全ての学

校に応えることができない状況にあるということが課題になっているところで

す。 

 

糸乗委員長    ありがとうございました。それでは、この件につきまして質問などございま

したらお願いいたします。 

 

川端委員     （２）の評価項目の平成２６年度は、８８６件を基準とした減少率ですから、

これ昨年が５２．７％ということは、それに対して半分以上減ったと、こうい

う理解をしたらいいんですかね。 

 

児童生徒支援課長   はい、そうですね。発生件数の減少率です。 

 

川端委員     わかりました。 

 

糸乗委員長    よろしいでしょうか。ほかございましたら。 

 

川端委員     （１）の解決率、いじめの認知件数に対する解決が、ここずっと３年間１０

０％、もう初年度、２７年ももうほぼ１００％ということは、いかに早期に発

見して早期に対応し、子どもたちにずっと向き合ってくるか、当然保護者の方

にも含めて、そういう対応をされてるんだなということの結果だと思いますの

で、大変ここを１００％を目指しておられて、実際にそれに達成されてるとい

うのは、すばらしい草津市の取組だなと思います。だから、是非継続していた

だきたいなと。 

 

糸乗委員長    これは、いじめ認知件数っていうのが増えてても、それに対応して全部され

てるということですよね。 

 

児童生徒支援課長   そうです、はい。 
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糸乗委員長    だから、でも、ただ、この数字だと、どれぐらい認知されてるかっていう数

っていうのが見えてはこないんですけれども。 

 

川端委員     ああ、件数としてね。 

 

児童生徒支援課長   はい、そうですね。 

 

川端委員     認知したものについては、それは一応解決になってるということね。 

 

児童生徒支援課長   はい。 

 

糸乗委員長    それが多くなっているから防止、どういうんでしょうかね、ちょっとその状

況が見えないので、何ともコメントを。実際にもし把握されているとすれば、

増えているのかとか減っているのかぐらいはいかがですか。 

 

児童生徒支援課長   認知件数自体は、いじめ防止法が改正されたこともあって、本当に相手が嫌

だって思ったことについては全ていじめということでさせてもらっていますの

で、数としては増えていっています。ただ、本当に重大になる前に解決できて

いるというのが現状であります。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。ほかに何かございますでしょうか。はい、どうぞ。 

 

木村委員     アドバイザーさんが２名おられるということなんですが、そのいじめられた

って思った子って、例えばいたら、まず学校に相談されますよね。で、学校の

先生とも相談して、その本人の要望で派遣してもらうという形なんですか。 

 

児童生徒支援課長   どちらかというと、学校の御要望でという形になっています。 

 

木村委員     来てもらった方がいいだろうということ。 

 

児童生徒支援課長   はい、そうですね。 

 

木村委員     で、相談に乗られるっていう形ですか。 

 

児童生徒支援課長   いろんな対応もしていただくということになっております。 
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木村委員     そのいじめられた子が、例えば、明日から、じゃあ別室になら登校できるっ

ていうこととかになると、もうそこからは学校の先生がすぐいろいろ動かはる

っていうことになっていくということですね。 

 

児童生徒支援課長   そうですね。 

 

木村委員     そのアドバイザーさんが常駐していただけるというのは無理なんですか。 

 

児童生徒支援課長   その時と場合にもよりますし、本当に２名しかいらっしゃらないということ

が現実なので、可能なときにはそういった形でも対応はさせていただいていま

すが、同時に発生した場合とかというときには、余裕はありません。 

 

木村委員     安心して帰る居場所があって、そういう方が常にいてくれるというのがすご

く理想かなと思うんですけど、難しいですよね。 

 

児童生徒支援課長   増やせればいいんですけれども、はい。 

 

糸乗委員長    状況的にもいじめ件数は、認知件数が増えてて、それに学校でまずは対応し

ていただいてるとは思うんですけども、かなり、その下で行くと、発生率、問

題部分行動発生率っていうか、発生数は必ずこういう件数が起こっていて、で、

対応していただくと。そのときに対応していただく先生が、この２名ではちょ

っとしんどいということであれば、やはり、この部分はもう少し力を入れてい

ただくというんですか、恐らく予算が必要になってくると思うんですけれども、

もうこれ以上は減らしていただいたらもう現状いきゆかないと思いますので、

できることであれば増やす方向で考えていただきたいと思います。 

 

児童生徒支援課長   そうですね。 

 

糸乗委員長    はい、ですよね、御意見として言っていただければというふうに思いますの

で、はい。 

 そのほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、次に移らせていただきます。次、ちょっと飛びます、２３ページ

のところに移動します。施策７です。よろしくお願いいたします。 

 

学校政策推進課長   失礼します。施策７（２）一斉メール配信システムでございます。緊急時な

どに保護者など登録いただいている方にメールを発信するというシステムでご
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ざいますが、評価目標は、児童生徒全体に対する登録率ということです。３０

年度につきましては９４.３％という実績になりました。昨年度は、委員の方

から、場合によって電話連絡が必要なのは非常に負担であるということで、訓

練も必要ではないかという御意見をいただきました。ただ、昨年の対応といた

しましては、これに特化した訓練というのは行っておりませんけれども、登録

いただいたときにはテストメールを送って、練習はさせていただいてるという

ふうになっております。さらに、メール受信機能のあるツールを持っていらっ

しゃらない、また、例えばスマホを持っておられない方のためには、引き続き

電話連絡等の対応を行っております。 

 今後の課題といたしましては、登録率１００％を目指しまして、啓発を強化

していく必要があるかと思っております。また、電話などによる丁寧な連絡に

つきましても、やはり継続していく必要があるだろうと考えております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。この下段の（２）のところなんですね。 

 では、この件につきまして、何かございましたらお願いいたします。 

 

川端委員     登録率１００％といっても、これは、保護者が全部それを持っておられると

いう前提になりますよね。だから、持っておられない方に持てというわけにも

いきませんから、大事なことは、基本的にそれを１００％に近づけるというの

は大事なことだと思いますが、どうしてもやはり経済的なことも含めて、持て

ないという家庭もあるかと考えると、そういう家庭も電話連絡なり情報がきち

っと届くという、そのフォローの体制を今もこうしてやっていただいてるとい

うことが大事かなと思います。 

 毎年、これ年度ごとに更新でしたね。 

 

学校政策推進課長   更新のやり方は学校にお任せしているんですけれども、２通りございまして、

一つは、もう、例えば小学校でしたら、１年から６年まで全部一旦削除してし

まって、１から更新していただく、全保護者に案内文を送って更新していただ

くっていう場合と、それから、学校で年度更新っていいますか、例えば、１年

生から５年生までは、１学年上がったという更新を学校でして、新１年生だけ

新しく登録していただくという二つの方法を一応案内はさせていただいてます。 

 ただ、後者の方は、学校にとって非常に負担が大きいので、ほとんどの学校

は前者の方、一旦全部リセットして、再度新しい学年、クラスで保護者に登録

いただくと、そういう形をとっているところです。 

 

川端委員     そのときに、登録を一旦全部解除して、そこから登録をするまでの間隔、期
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間ができるだけ短い方がいいわけですね。そこの間隔があまり長く空いてしま

うと、じゃあその間隔のときに、何か起こったときにどうなっとるかというこ

とが生じますので、できるだけ子どもたちの安全とかいろいろなことを含めて、

支障のない、そういう短時間に登録ができる、そこら辺はいけるんですかね。 

 

学校政策推進課長   そうですね、登録の仕方については、割合簡単な登録の方法にはなっている

というふうには認識していますが、なかなかお手紙を保護者の方がもらっても、

その場でされない場合には、ちょっと忘れておられるということもありますの

で、実際に何かあったときに、「あ、そういや今年は登録してなかったわ」と

いうので、登録し直されるという方もいらっしゃいます。できるだけ本当に４

月、５月の段階で登録が済みますように、呼びかけはしていきたいとは考えて

おります。 

 

教育部理事    少し補足です。登録のし直しをお願いする文書を配布するときに、期日を決 

(学校教育担当)  めて、何月何日にこちらからテストメールを配信しますということにしており

ますので、一旦それが、それまでにしとかんとあかんなということになると思

います。 

 それから、学校の方で、今現在、まだこの人とこの人がしてくれていないな

とかいうのが逐次わかりますので、それで出足が鈍いようであれば、もう一度

子どもを通じて、早く登録しましょうねという連絡をするとか、そういうこと

はしているところです。 

 

糸乗委員長    今その登録漏れ等について確認できるものがないのかなという。防災訓練の

ときとかに、何かこうやるとかっていうのを少しはアイデアとして思いました

けど、その時期よりはもっと早目に、今おっしゃってたような形で、もう既に

登録の期限というのが早目に、例えば４月の早い時点でもうそういう形でやっ

ていただいているのであれば、システムとしてはいいかなというふうには思い

ました。 

 

川端委員     改めて訓練で何かメールを送るということも必要かもしれませんが、定期的

にというか、小まめにいろんな情報を流さはると、親も比較的それにやはり頼

るでしょうし、早く情報が見たいと思わはるような仕掛けも必要かもしれませ

んね。 

 

糸乗委員長    はい。 
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木村委員     いつも学校からメールを送っていただいて、私はすごくありがたいなと思う

んですけど、あんまり関心がない保護者の方は、今言われてたように、期日と

かももう関係なしに、「ああ、まだしてへんだったわ登録」という方がおられ

ないこともないんです。私はそれがすごく気になって、せっかく学校からいろ

んな情報をもらっているのに、知っている人と知らない人がいるっていうのが

すごく問題かなとは思うんです。 

 今おっしゃってくださってたように、この家は登録されてないと、きっと先

生も知っておられるだろうし、そのたびに電話を掛けられるというのはすごく

手間もかかるし、やはり学校からもっと厳しく保護者に言ってもいいかなと思

います。大事なことを送りますから、お母さんに登録してくださいと。その持

ってる、持ってないということになると少し言いにくいんですけど、明らかに

持っていて登録されてない方もおられるので、私たちはもう気がついたら言い

ますが、何か例えばお友達を頼っているというか、学校からメール来たと言う

と、「私まだ登録してへんし」と平気で言う人もいるので、何かその辺がちょ

っとした手間で自分のところの子のことがわかるのに、もうそれを置き去りに

してるっていう方がおられないこともないのに、もっと登録お願いしますとい

うのを言った方が、その後の先生の手間が減っていくかなと思うので、どれぐ

らいの方が登録されているか私もわからないんですけど、ただ、保護者の意識

がちょっと低いのも問題だなっていうふうに思います。せっかくいろいろやっ

てくださっているのに。 

 

糸乗委員長    不審者情報とかは結構流れると危機感を感じていただいて、もちろんそれが

起こったらいいっていうわけではないんですけど、そういうことを知れないと

いうことに対して危機感を持っていただければ、登録はスムーズにいくと思う

んですけれども、その部分ですね。 

 どうでしょうか。そのほか何かございますでしょうか。 

 

川端委員     受け手の保護者の方が、この今、自分の子どもの通ってる学校の一斉メール

配信システムの情報は有益やとか、良く送ってもらってるとか、そういう声な

りアンケートみたいのは、学校のアンケートの中にはあんまりあがってないで

すか。 

 

学校政策推進課長   あまりないと思いますね。 

 

川端委員     あまりないですか。何かそういうアンケートの項目にしておくことによって、

意識づけをできるということもありますよね。それができるできない、数字の
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結果だけではなくて、あなたは学校からの情報の発信について、満足しておら

れますかとかね。 

 

木村委員     お手紙を早くからもらってても、例えば環境整備作業がこの日にありますと

か、多分もう書きとめてもおられない方は、その日っていうことを忘れてるじ

ゃないですか。そういうときに、前の日に、明日環境整備ですよ、皆さんって

言ってくださったら、１人でも２人でも私は増えると思っていて、いつも学校

の方に、明日の整備作業のメール送ってくださいねとかって言ったりすること

があるんですが、年々参加者も減っていくので、なかなか素直に、マナーの悪

さとか、何か関心の低さをカバーするっていうので結構有益だと私は思うんで

す。絶対、携帯は皆さん見ておられると思うので、お手紙で出すよりも、私は

その直前の呼びかけがすごく良いんだろうなって思うんですけど。 

 

川端委員     一旦お手紙で出されてたら、そのスマホを持っておられない方に、後から、

直前の連絡を届かなかったとしても、いえいえ、前もってプリントは渡してる

でしょうっていうことにもなるから、その意味で、そういうことをしたらいい

ですね。 

 

木村委員     はい、両方あれば、すごく効果的だと思います。 

 

川端委員     両方ね、どちらかに頼るではなくてね。 

 

木村委員     はい。 

 

糸乗委員長    この一斉配信メールシステムというのは、そういう情報のものと不審者情報

というような緊急的なものとが切り分けてあるのか、同じものなのか。 

 

木村委員     同じです。 

 

糸乗委員長    同じなんですよね。 

 

木村委員     はい、学級閉鎖になりますとかも来たり。今日配った何年何組の配り物は今

日じゃなかったですとか、いろんな方法で。はい、そうなんですよ、何々を配

り忘れましたとかっていうのも来たり。 

 

糸乗委員長    緊急とかはつけられるんですよね。だから、常にそういうのと緊急っていう
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のが区別されないと、結果的に見てると何か不安を感じるんですよね。常に来

ているものだっていうので緊急のやつを見逃してしまうような感じがするので、

どっちがいいんだろうって、今お話を聞くと感じました。 

 

木村委員     そんなにすごく頻繁に来るわけではないんですけど。 

 

糸乗委員長    そうなんですか。 

 

木村委員     はい、どうしてもっていうのがほとんどです。 

 

糸乗委員長    そこは学校で判断していただいてるっていうことですかね。 

 

木村委員     学級閉鎖のお知らせとかは他の学年の分も教えてくださるので、例えば、分

団登校をするときに、ここの班長さんが今朝は学級閉鎖だからいないので、う

ちの子が１人になってしまうとかっていうこともわかるので、親としてはすご

く助かります。 

 

糸乗委員長    うまく動けばすごく良いシステムだということですね。 

 

木村委員     はい。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。よろしいでしょうか。はい。 

 それでは、次へ移らせていただきます。次もちょっと飛びます、２７、２８

の施策９ですね。お願いいたします。 

 

学校教育課長   まず、（１）の規範意識の醸成につきましては、授業からという部分、道徳

とか教科からという部分は学校教育課で、一応生徒指導面という意味で児童生

徒支援課、両課で担当ということになっていますが、もう代表して私の方で話

をさせていただきます。 

 今も言いましたように、基本的な生活習慣を身につけることとか規律ある行

動をすることを狙いとして、日々の活動でいろんな教科、特に道徳科を中心に

指導を行っております。また、生徒指導の方でも、道徳とも関連させながら取

組を進めています。それによって、学校の決まりを守っていると答えた全国学

力調査の児童生徒の割合が９１.４％、目標達成率は９９.３％というふうにな

っています。 

 下の課題のところです。生徒会、児童会で子ども自身から発信をというとこ
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ろでした。特に生徒指導部分でいじめの強化啓発月間等を、先ほども出ていま

したけれども、設けているところで、中学校の生徒会でいじめについての発信

をみんなで取り組んでやったり、集会を行ったり、小学校でもいじめの標語を

児童集会みたいな形で紹介をしたりというふうな形で取り組むような活動を中

心に行っています。道徳については、先ほども出ていましたけれども、子ども

の主体的な学ぶ道徳を目指してやっていくということで、子ども自身に力をつ

けていきたいというふうに思っています。 

 今後も道徳と教科、そういうものを全て取り組んだカリキュラムマネジメン

トをしっかりとって進めていく必要があるというふうに思っています。 

 

児童生徒支援課長   （２）グレードアップ連絡会です。適応指導教室といいまして、教育研究所

の方にあります不登校の教室です。子どもたちに対応させてもらっている教室

や民間のフリースクールをはじめとして、いろいろな機関との連携を図りなが

ら不登校対策について行っております。今やっているのが、中学校区別に学力

相談担当の者が寄って、そして、そこにカウンセリングの先生であるとかＳＳ

Ｗの先生であるとかの専門的な先生に相談をしながらアドバイスを受けて、対

応もしくは学校の課題等を解決していくようなシステムになっております。不

登校の児童生徒の在籍率は、そこに挙げさせてもらっていますように、昨年、

それからその前から少しアップしている、数が多くなってきているという状況

です。 

 そして、評価委員さんの御意見もありまして、下になるんですけれども、さ

まざまなところと連携を密にしながらしていくこと、それから、校種間の小・

中との交流も、６年生の子どもたちは中学校の方へ行きますので、連携を密に

していくことなどを丁寧に、一人一人のケースがありますので、やっていると

ころです。 

 そして、今後の課題としましても、それぞれの先生方のそれぞれの力量を設

けていくことと、それから連携をまた密にしながら、国や県の動向も踏まえな

がら、具体的な施策を検討していきたいというふうに思っております。 

 それから、（３）に行きます。福祉・社会体験学習の実施です。これは、各

小・中学校における福祉体験・社会体験学習に取り組んでいます。具体的な例

としては、そこに挙げてあるような体験を子どもたちがしていたり、それから

また生徒会や児童会で奉仕活動や募金活動等に取り組んでいます。評価項目と

しまして、人が困っていたら進んで助けるという回答が、そちらのような数値

になっております。 

 そして、下になります、継続的に子どもたちにやっていくプログラムだと思

っております。今後も発達の課題や地域の特性に応じた施設等とも連携しなが
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ら体験活動に取り組み、授業の工夫をしていこうと思っております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございました。それでは、この件に関しましてお願いいたします。 

 

川端委員     学校の決まりって、校則については今、社会的にいろいろその子どもの実態

なり時代の背景に合ってない、そのままの校則がとかいうことでいろいろ問題

になっている部分があるんですが、ここに、対応の中にも書いていただいてる

ように、生徒会や児童会の活動を主体と考えるというあたりで、やはり決まり

は当然必要ですから、そこの決まりが子どもたちも親も、そして先生方もみん

な納得できる、やはりそういう決まりであってほしいし、そのための児童会、

生徒会の活動と繋げていただけたらいいんじゃないかなって思いました。 

 それから、その中に書かれてる情報モラル、正に今の時代の規範意識の最た

るものがこの情報モラルにあたるのかなと思うと、情報モラルの取組をどうす

るのかというのが、次の新しい計画の中にはより具体的に示されていくことが

大事ではないかなと感じたところです。 

 

糸乗委員長    いかがでしょうか。 

 

児童生徒支援課長   中学校の生徒会の取組として、スマホについて、１０カ条であるとかってい

うことをそれぞれの生徒会が考えて、みんなにどうしていこうっていうような

ことを投げかけてくれて、そして決めていっているという中学校もたくさん出

てきました。ただ、今おっしゃったように、やはり情報モラルについては、今

後もさまざまな情報の機器とかが発達していくと思いますので、学校側が禁止

するとかそういうことではなく、やはり納得のいった上で、上手に使っていく

と利便性もありますので、そういったことも踏まえながら進めていけたらいい

なというふうに思っております。 

 

糸乗委員長    どうぞ。 

 

木村委員     今、成田先生おっしゃってくださったように、うち今、中１に息子がいるん

ですけど、うちの子はスマホを持ってなくて、スマホ１０カ条も入学式のとき

に生徒会の子たちが言ってくれて、この前も全校集会か学年集会か何かでその

スマホの話をしてもらったって言ってて、怖いこととかも自分もわかったみた

いで。 

 ただ、あとの問題は親で、親は地区懇があったんですけど、参加率もすごく

低くて、「スマホをいつまでも夜になってもテスト期間中やのにずっと触って
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いる、先生どうしたらいい」とか親が言わはるんですよ。でも、それって、も

う家の問題だと私は思ってて、学校がすごく取り組んでくださってて、先生も

子どもたちにいろんなことを教えてくださってるのに、もうあとは親がどう子

どもをしつけていくかの問題だとは思うので、何かそんなあたりをもう「先生

どうしよう」って、小学校でも同じことを言ってはったんです。いつまでも通

信してゲームをしているみたいに、何か夜になっても子どもたち同士でやって

るとか、そういうことを先生、学校でもっと何とか言うてくれへんって言わは

るんですけど、それは違うだろうと私は思っていて。なので、何かもう親の規

範意識をどうにかならないかなって私は常に思ってるんですが、どうしましょ

うという感じです。学校でそういうお話をされても懇談会に出席率が低い、地

区懇も低い。でも、多分困っておられるのは先生だと思っていて、このあたり

を何とか、どういう形で親に呼びかけていって、どういう形で家でしつけても

らうのが有効なのか、そう思います。 

 

糸乗委員長    もう子どもたちは、ルールを決めているところもあるということですよね、

家で。 

 

木村委員     ただ、家で、僕１０時になったらここに置いとくからね、もう学校で言われ

たからっていう子は多分いなくて、家で、もういいよ、いつまでもっていう状

態なら、使うのが子どもだと思うんで。 

 

糸乗委員長    なるほど。 

 

木村委員     学校で守れても家で守れないのは、その親と子の約束事ができていないとこ

ろがあると思うので。 

 

糸乗委員長    なるほど。難しい。 

 

木村委員     難しいですね。 

 

糸乗委員長    そうですね。どうすればいいかという。その部分ね、実際には、悩んでおら

れるのが先生だっていうことになってしまっているということですよね、そこ

を何とかしたいなということですね。その解決策っていうのはなかなか難しい

ので、はい、話としては取り上げたということになろうかと思います。 

 それ以外、いかがでしょうか。 
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川端委員     草津市のグレードアップの連絡会は、専門家の方の力も借りながら、子ども

を、小・中で言えば９年間ずっと継続して見守り、いろいろアセスメントもし

ていただいてるというので、やはりそれは草津市の取組のとても強みだと思い

ますので、不登校の在籍率としての数字は増えていますけれども、きっと子ど

もと先生方とは不登校であっても繋がっておられるんじゃないかなと。形の上

では学校に来れない、数字の上では何日、３０日以上かな、お休みになるけど

も、子どもと先生との関係を何らかの形で繋ごうと、先生というよりも、周り

の大人との関係を何とか子どもとを繋ごうということの取組でもあって、とて

も大事なものなので、今後も継続していただけたらなと思います。 

 それと、もう続けて（３）の福祉体験学習の実施なんですが、これ一番上の

具体的施策の中では、小・中学校で福祉体験学習や社会体験学習を推進すると

いうことですが、この福祉体験、社会体験を何のために推進するのかという、

何か文言が欲しいなと。例えば、社会の一員であることの自覚と実践力を高め

るためにとかね。ただ何か福祉をやればいい、社会体験やればよいというだけ

に捉えられてしまうと、そうじゃないと思うので、それによってこんな力つけ

るんだと、だからこの授業をするんだというものが見えるような示し方がよい

のじゃないかなと感じました。ただ、なかなか、そうでないと、その評価項目

をどうするか、評価の観点を何にするかというのが定まりにくいんだろうなと。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、次に移らせていただきたいと思います。２９、３０ページの施策

１０というところですね、よろしくお願いいたします。 

 

学校政策推進課長   施策１０、施策番号（１）キャリア教育の推進です。小学校の社会科や総合

的な学習の時間、中学校では５日間の職場体験を通してキャリア教育を充実さ

せていこうというものです。評価項目は、職場体験で自分の良さや適性などを

発見したり、確認したりできたということで、平成３０年度は、実績は８０.

６％となっております。 

 ３０ページの方に行きまして、外部評価委員の方からは、小学校のキャリア

教育も大切だよというふうにはおっしゃっていただきました。昨年度からの対

応としましては、小学校の生活科でのキャリア教育という意識をしっかり持っ

ていただこうというふうに努めてまいりました。 

 今後の課題ですが、中学校の職場体験５日間をもう長年やってるんですけれ

ども、生徒にとっては非常に貴重な体験であるものの、今後、草津らしい取組

や草津らしさのある工夫のある取組が必要かと考えられることと、それから、

教員の負担がやはり大きいので、教育委員会がしっかりサポートしていかなけ
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ればならないと考えております。 

 （２）のスペシャル授業の実施です。草津市では「夢・未来を抱くスペシャ

ル授業ｉｎ草津」と題しまして、年に７、８回程度スペシャル授業を実施して

おります。それに加えて、学校独自でも講師を招いてスペシャル授業を実施し

ておられます。評価項目は、児童生徒のアンケートで、これからこんなことを

頑張ってみたいと思ったことがあるの肯定的な回答率です。平成３０年度は８

２％でございました。 

 ３０ページに行きまして、評価委員の方からは、本物に触れる体験は非常に

貴重なものだという御意見をいただきました。昨年度からの対応といたしまし

ては、平成３０年度も引き続き、ＮＨＫのアナウンサーやリゾート経営者、縄

跳びの世界チャンピオンなど、さまざまな方６名を８校で実施しました。 

 今後の課題ですが、各学校の教育プロジェクトを深化させるために、スペシ

ャル授業の講師選定にあたっては、あらかじめ学校の希望を集約し、教育プロ

ジェクトのマッチングの強い講師を確保する必要があるということで、今まで

は市が独自にスペシャル授業の講師を呼んできていたんですけれども、令和元

年、今年度より学校の希望を聞いて、学校がこんな人を呼んでほしいという方

を市教委がアポをとると、そういう形をとるように変更をしております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございました。それでは、この件につきまして、御質問などござ

いましたらお願いいたします。 

 

木村委員     この前地区懇があって、この職場体験の話が出たんですけど、ほとんどの方、

数人しかおられなかったんですけど、うちの子はすごい楽しかったって言って

た反面、１人の方が、すごく辛い思いをして帰ってきたっておっしゃった方が

おられて、私すごくそれが気になったんで、懇談会終わってから直接聞いたん

ですけど、自分が思って行った場所で、全然それと関係ないお仕事をさせられ

たというものでした。例えば、掃除とか全然関係ない、ちょっと苦痛だと思う

ような仕事をその期間中ずっとだったみたいで、関係あるお仕事はほんの一瞬

だったようで、聞いた職種はやはり作業がきっと少ないだろうなっていうお店

だったんですけど。そのお店とかその職場を先生がきっとオファーして、足を

運んでお願いしに行かれてたと思うんですが、去年の子も、もし同じ場所にず

っと行かれてたとしたら、前の子はきっとそれを我慢して過ごされてて、何も

意見は言われなかったから多分、次、頼んだのかなっていうふうに思ったんで

すけど、そのお母さんがそのときにうちの子は辛かったって言わはったことで、

多分、先生すごくはっとされただろうし、次のそのお願いされるときにそこを

選ばはるかどうか、またあると思うんですけど、その後、その子たちがどうだ
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ったかっていう聞き取りをきっとどの学校でもされてると思うんですけど、良

い、役立ったという思いの子たちが多いばかりに、そういう思いをもし言えて

ない子がいたとしたら、今回は言えたからよかったんですけど、次、選ばれる

ときの参考にもきっとなると思うので、何か前に受け入れてくれはったから今

年も同じとこに頼もうかっていうことには、今回はならないと思うので、十分

学校もそういうことを多分なきにしもあらずかなと思うんで、そういった意見

の吸い上げも大事にしてほしいと思います。もうちょっと体験の目的は何かっ

て、すごく私も気になったんですっていうふうにその保護者の方はおっしゃら

れてて、やはり夢を抱くことがきっと目的だろうし、スペシャル授業もそうな

んですけど。 

 

糸乗委員長    この職場体験アンケートですね、ここに書いてある、職場体験で自分のよさ

や適性などを発見したり確認したりできたって答えてる子が８０％ということ

は、そうでなかったかもしれない子が２割ぐらいいるかもしれないということ

も示してるかもしれないですよね。 

 

木村委員     はい、そうですね。 

 

糸乗委員長    その次のこの回答の仕方が何段階とか、どういう聞き方されてるのかがわか

らないんですけども。 

 

木村委員     やはり思ったところに行けない子もたくさんいると思うので、自分は本当は

こっち行きたかったけど、こっち回った、それだけでも結構、多分その子とし

たらショックだったんですけど、またその上に、こっちがもっと思い描いてな

いことだったみたいなので。 

 

糸乗委員長    この点に関しても、結構高い８５％の満足度を目標値にされてるので、なか

なか大変なことだとは思いますが。 

 

学校政策推進課長   中学校においても、子どもの希望ができるだけ通るようにという工夫はされ

ていらっしゃいます。一つは、例えば福祉関係とか教育関係とか接客対応とか、

そういうふうに大きく希望をとって、その中で振り分けていくというやり方を

しておられたりとかいうのもありますし、ただ、本当に１００％思いが通った

かっていったら、それはなかなかそうはいかないこともあるとは認識しており

ますので、やはり、この事後学習もしっかりと力を学校で入れていただいてま

すので、その中で子どもからの意見をどんどん聞いて、次の年、次の年へと改
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善していけるような、そういう職場体験になればいいなとは考えております。 

 

川端委員     職場体験も、兵庫県の事件が起きてから始まって、そして各府県に広がって

いったんでしたよね。もうだから長い取組になると思うんですが、長い取組を

しているからこそ生かされているというか、成果の部分と、長いこと取り組ん

でいるからこそ見えてくる課題みたいなものとがあるんですが、実際中学校の

現場としては、特に大勢の生徒さんが一度に行かれるとこについては大変な御

苦労をされてるんじゃないかなと思うんですけどもね、その辺は、継続を仮に

していくとしたときに、無理はないですか。 

 

学校政策推進課長   そうですね、生徒数の多い学校にとっては、その分の事業所を確保しなけれ

ばならないということなので、かなり教員にとっての負担は大きいものだとは

考えています。ただ、子どもたちもこの職場体験は、例えば、ここにもちらっ

と書かせていただいたんですけれども、ふだん学校に行けない子どもが職場体

験のとき事業所に行けたとか、あるいは、この職場体験に行ったのをきっかけ

に将来について考えて、職場体験のときに幼稚園に行って、自分は幼稚園の先

生になりたいなというので、今それに向かって頑張っているっていう子もいま

すし、いい面もたくさんあるというのは事実だと思います。 

 ただ、今、川端委員おっしゃいましたように、長くやってる分、ちょっとマ

ンネリ化でありますとか見えてくる問題点というのもあるかと思いますので、

そこのところは丁寧に見ていかなければならないなとは考えております。 

 

木村委員     職場体験の事業をしますから、受け入れてもいい人はおられませんかみたい

な、そういう先生が頼みに行かはるだけじゃなくて、そういうのはされたりは

しないんですか、公募しますみたいな。多分うちやったら農家なんで、何人欲

しいですとか、そういうところもあるんじゃないかなって思ったんですけど。 

 

学校政策推進課長   実は、今年商工会議所の広報紙の方に、こんな職場体験、草津としては新し

く考え、望んでますので、もしやっていただける企業があったら名乗り出てい

ただけませんかというようなことを載せたりとかもしてはいるんですけれども、

なかなか今のところ、いい反応はないようなんです。ただ、農業をやっておら

れる方とか、そういうところは意外と少ないですので、そのように受け入れま

すよと言っていただけると非常にありがたいです。現在も玉川中学校、今週職

場体験、４人ほど先ほど市役所にも来ておりましたけれども、いろんなところ

へ行っていろんな経験をできるような、そういう職場体験になればと考えてお

ります。 
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川端委員     今後ですけど、キャリア教育の推進という事業名でいったときの評価の項目

が結局この中学校での職場体験のアンケートの結果だけなのでそれがどうなの

かなと、中身を見ると、小学校でもこうしてやっているので。だから、それな

ら中学校やったら職場体験を評価にするけど、小学校の場合は小学生の声を評

価するというものがあってもよいのかなと思いました。 

 

糸乗委員長    いかがでしょうか。（２）も少し関連した。 

 

川端委員     そうですね、子どもたちのね、やはり夢を持たせると、憧れを持たせるとい

うことはとても大事なことだし、それは、そういう機会を作るのが行政の役割

であったり学校の教員の役割でもあるので、このスペシャル授業がさらに、ま

してや学校の希望も聞いていくということですのでね、うまく学校と協働しな

がらできるといいなと思いました。 

 

糸乗委員長    よろしいでしょうか。はい。 

 それでは、次へ移らせていただきます。じゃあ３３ページですね、１２番と

いうことでお願いいたします。 

 

学校政策推進課長   施策１２、施策番号（１）、事業名は、検定事業を活用した学力の向上です。

事業の内容としましては、小学校４年生から６年生での漢字検定、それから中

学校１年生から３年生での英語検定。英語検定につきましては、スコア型のＧ

ＴＥＣを実施しております。評価項目は、小学校においては、漢字検定におい

て、新たな級を取得した児童、中学校においては、英語検定３級程度のスコア

を修めた生徒の割合という形になっております。漢字検定については実績８６.

６％、中学校の英語検定については５３.３％になりました。 

 ３５ページの方に、ちょっと１枚めくっていただきまして、（１）の検定事

業なんですけれども、昨年度の評価委員の御意見として、学校の負担はあるで

あろうが、子どもにとっても非常にメリットのある取組だということで評価を

いただいております。昨年度からの対応としましては、平成３０年度からＧＴ

ＥＣ Ｃｏｒｅ及びＧＴＥＣ Ｂａｓｉｃを４技能検定に変更させていただき

ました。それによってお値段が上がりますことから、家庭の負担を減らすため

に、中学校の漢字検定については廃止ということで、ただ、学校で団体受検を

していただくときに教育委員会が協力させていただくと、団体受検の２５％割

引が適用できるということです。 

 今後の課題といたしましては、小・中学校ともに事前の取組を充実させる、



 

- 27 - 

 

受検だけの学習にならないように、年間を通して計画的に学習していくことが

大切だと考えているところです。 

 

学校教育課長   ３３ページの（２）モジュール学習です。朝の１０から１５分、短時間の帯

学習を設定して、基礎学力の定着に取り組んでいます。授業がわかると感じて

いる児童生徒の割合ということで、実績は８５.２％、目標達成度９４.７％と

なっています。 

 課題が３５ページの方になります。昨年度からの対応としまして、本市の特

徴のＩＣＴの部分で、学習支援ソフトを活用したドリル学習や、それから英語

学習の配信型デジタルコンテンツなんかをそういうモジュール学習の中で指導

をして、内容改善を図っています。 

 今後の課題としまして、新しい学習指導要領ができましたので、教育課程な

ども今、編成の途中ですし、その中にモジュール学習をうまく設定をしていく

ことが必要だというふうに思っています。 

 また、戻りまして、３４ページの生きる力の育成ということで、全ての学習

の中でやっていくのですが、特に授業改善の中で、児童生徒一人一人が充実感

とか達成感とか味わえるようにしていきたいということの取組です。人の役に

立つ人間になりたいと全国学力調査の回答の割合で評価をしています。実績が

９５.２％、目標達成率は１００.２％となっています。 

 ３５ページ、昨年度からの対応ということで、授業改善をもう前面に、草津

市の学力向上の取組として進めています、その中で子どもたちの意欲や自信を

高める取組を深めていこうというふうにしております。また、コミュニティ・

スクールを実施しておりまして、地域の人的・物的資源を活用した体験学習等

の実施により、子どもたちの生きる力の育成に努めているということです。 

 今後もコミュニティ・スクールをうまく教育課程の中にも、御意見等をいた

だき、反映させながら、地域も一緒に学校の活動を考えていきたいというふう

に思っております。 

 戻りまして、また３４ページです。家庭への啓発ということで、家庭学習の

定着を図るために、ＩＣＴを使った家庭学習や家庭学習の手引きなど、そうい

うものを発行して家庭学習への啓発を図っています。また、さらに支援を得ら

れるように、さまざまな取組の情報発信についても努めています。各学校で評

価している学校評価の数値として、保護者や地域住民への積極的な情報発信が

できているという項目、５段階評価の４.５というところで、１００％の目標

達成率となっています。 

 課題の方ですが、引き続き家庭への啓発は続けていく必要があると思います

が、さらに学校でのいろんな授業改善をこういうように取り組んでいるとか、
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こんな特色ある取組をしていますということをさらに進めています。 

 今後の課題として、さらに家庭や地域の協力を得るために、そういう情報を、

積極的な情報発信に努める必要があるというふうに思っております。 

 

児童生徒支援課長   （６）について、３４ページにお戻りください。草津市の土曜日学びの教

室・放課後学びの教室についてです。基礎学力や家庭学習の習慣を身につける

ことを目的として、昨年度は土曜日放課後に、市内の４会場で講師の指導によ

る学習教室を実施しています。参加数につきましては、４会場で、そこに上げ

ているとおりです。アンケートの結果は、児童生徒のうちの学力がアップした

という回答率がこういった形で上がっておりますし、それから、参加してよか

ったと回答してる子どもたちも９０％以上あります。 

 ３６ページの方に行きます。業者委託のアウトソーシングを継続するととも

に、昨年度は、入札による業者選定をすることで経費の削減に努めております。

それから、開催場所については、今年度は市内６会場で開催をしていきます。

それから、子どもたちのアンケートだけではなくて、学力向上についての数値

をということで、今年度は小テストなどで数値化を図っていこうと考えている

ところです。そして、より多くの児童生徒が参加できるように、啓発広報活動

について工夫していこうと思っております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございました。項目がちょっと多いので、五つございます、これ

につきましてよろしくお願いいたします。 

 

川端委員     まず検定ですけども、漢字検定にしても英語検定にしても、やはり社会の基

準となる、そういう検定ですので、ここで受けて、この級を自分が取得したと

いうことは、それは草津だけではなくて、日本中どこへ行っても、場合によっ

ては世界へ行っても通用する自分の一つの指標ですので、そういうものをやは

り義務教育の中でこういうチャンスがあるというのはとても大事なことかなと

思いました。 

 中学校の英語教育は草津も頑張ってるとは思っていますが、一方で３級程度

の割合が、昨年は過去３年の中では一番低かったんですが、何かその学校の英

語の取組とこの検定とがうまくマッチングしてないのか、この辺は何か原因と

しては捉えているんですかね。目標が６６％というのは、かなりこの数値から

見ると、１０ポイント以上目標の方が高いので。 

 

学校政策推進課長   そうですね、はい。英語教育については、今も力点を置いておりますし、今

後もさらに草津市の英語教育を発展させていこうということで、重点的に取り
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組んでいこうとは思っているんですけれども、残念ながら、この英語３級以上

というのはちょっと減少傾向にあります。このＧＴＥＣ、３年を経ておりまし

て、今その分析をしております。実を言いますと、学校別に見てみると、やは

り上がってきてる学校とそうではない学校がちょっとあるっていうのも事実で

すので、その原因でありますとか、そのあたりを今後もうちょっと詳しく見て

いけたらなと思っています。 

 参考までに、３級以上は、実は減少してるんですけれども、準２級以上とい

うのは、若干ではありますが、増えてはきています。そういう傾向もありまし

て、それがいいのか悪いのかっていうことも含めて、学校も分析をして対応を

していかなければならないと考えております。 

 

糸乗委員長    （２）とか（３）はどうですか。 

 

川端委員     （２）のモジュール学習の評価が、モジュール学習をしたら授業がわかる、

というふうに、ちょっと何かすごく、そんな簡単なもんかなとも思うんです。

逆に、ここはモジュールの学習をどういうふうに学校の教員が効果的に活用し

てるかということの方が、モジュールだからいろんな活用ができますよと、新

しい教育課程も始まるし、ここをどう活用するかがそれぞれの学校の特色にも

出てくるよという意味で言えば、このモジュール学習の評価は、逆に、先生方

のその取組の状況なり意識を持ってくる方が良いんじゃないかなという感想を

持ったんですけれども。 

 

糸乗委員長    モジュール学習には結構いろんな種類のもんがあるというふうに、たしか、

この文章からは見えないですけど、すごくいろんな種類のものがあるっていう

のをお聞きしたことがありますので、それを活用していただいてるということ

ですね。先生がそれを活用されている率みたいなの感じでということ。 

 

川端委員     どういうふうに効果的に活用したのかという。 

 

糸乗委員長    効果的な活用率っていうの、難しいですよね、はい。それがだんだんとデジ

タルコンテンツ化していくというのが、もうあれじゃないですかね、タブレッ

トを使って個々にやる時間が増えてきたり、というのを考えておられるという

ことですね。 

 

木村委員     家庭への啓発のとこなんですけれど、学校からＩＣＴを使ったのとか手引き

とかいろいろもらってて、家庭訪問のときにも学年の初めに学習の手引きみた
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いなんを配ってもらってて、何分勉強を家庭でやった方がいいですよっていう

のとかが、すごくわかりやすいんですけど、やはりその子どもの個人に応じて、

この子はこの算数のここが弱いとか、もっと漢字やった方がいいですよとか、

それぞれ違うと思うんですけど、やはりその個別法がなかったりとかして、な

かなか先生からその情報を、大まかな情報はいただいてても、この子の一体何

が弱いんかっていうのが、やはり家で一生懸命見てはるお母さんとお父さんだ

ったらわかるんですけど、やはりその宿題でも見れてないっていう家が多分、

結構多いと思います。そういう子にもっと、今はできてますよ、頑張ってます

よということを言わないといけないっていう一方で、その何かできてないこと

をあまり言わない方がいいのかなと思っている先生もいると思いますが、何か、

親としたら、多分弱いところをもっと言ってもらった方が逆にわかりやすいの

で、その大まかな情報ももちろんですが、個人的にもうちょっとここを見てあ

げてもらえますかみたいな情報はいただけた方が、もうちょっと子どものため

にもいいのかなというふうには思います。 

 

糸乗委員長    そういう形が何かしら学校にお伝えいただけるということ、どうなんでしょ

うかね。 

 

学校教育課長   はい。学校の中でも個別対応というか、それぞれ強い、弱いというのは把握

していますので、ちょっと参考にもさせていただいて。子どもがわかって自分

でやるのが理想なんですけれども、なかなかそこまでいかない。 

 

木村委員     昔みたいに放課後残してとかが無理な分、やはり家の協力があった方が、先

生にいいかなとも思います。 

 

川端委員     この今の家庭への啓発は、行政が発信したり学校が発信してくださってるの

は重々よく、ここに表れているんです。 

 

木村委員     そうなんです、はい。 

 

糸乗委員長    だから、今度は逆に、受け手の方の保護者の方が、それでどれだけ満足して

いるのかというところが本当は評価の方が良いのかなと。そういう学校からの

家庭学習の重要性についてはたくさん発信されていますかとか、十分あなたは

満足していますかとか、必要な情報が得られていますかと、親からのその数値

みたいなものがここに評価に表れてくることができればいいかなと。 
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木村委員     そうですね。 

 

学校教育課長   はい。保護者アンケートも、どこの学校かもやらせてはいただいてますので、

またそういう中で。 

 

川端委員     共通項目みたいなものをね。 

 

学校教育課長   そうですね、検討はできるかなというふうに思います。 

 

川端委員     はい。いろんなところ言ってもよろしいですか。 

 

糸乗委員長    はい、どうぞ。 

 

川端委員     （６）の土曜日の学びの教室、放課後学びの教室で、この間のニュースであ

った子ども食堂が、滋賀県は高い率で実施をされてると。放課後、子どもたち

がそこへ週に何回か夕飯を食べに行くと。あそこの取組と何かタイアップをし

たり、そこに組み込んだりというようなことはできないのかなと。常に教育委

員会が何か前面に出なくても、もうそこに委ねてもいいと思うんだけども、そ

ういう子ども食堂って、子どもが集まる機会も、遊びもあるけど学びもできる

よというのを、そこは設定をしてくださるようなことができれば、少しでもま

たそういうセーフティネットの一つにはなるかなと思っていますけども。草津

も結構やってはるね、子ども食堂。 

 

児童生徒支援課長   市内で多分３、４ケ所ですね。 

 

川端委員     まだ３、４ケ所ぐらいですね。 

 

児童生徒支援課長   一応市の方でも、中学生の子を対象ですけれども、子どもの居場所事業とい

うのをもう３年前から、そこのゆかい家さんっていうところで子ども未来部で

させてもらってるのと、今年度は市民交流プラザ、南草津駅前の、そちらの方

でも１カ所、週１でさせてもらうことになってます。そこは、特に生活困窮者

の関係の事業ということも今回広げさせてもらったので、学習支援っていうと

ころにちょっと力を入れてさせてもらえる形にはなってます。 

 

糸乗委員長    教育委員会の取組としては、この土曜日学びの教室ということで、継続して

いっていかれるっていうことですね、はい。 
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 一通り見ていただいたと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

川端委員     （３）のとこは特にしゃべってないんですけど。 

 

糸乗委員長    （３）が、そうですね、（３）はなかった、確かに。 

 

川端委員     子どもたちの意識からすると、目標も達成して、人の役に立ちたいという子

どもたちの割合が高い水準で、さらに昨年伸びているというふうに捉えさせて

もらいましたので、子どもの意識が高くなっていることは取組の成果かなと。

ここにも書いてますように、単独で生きる力の授業なりがあるわけでなくて、

いろんなこととリンクしながら繋げていただいてることが実を結んでいるんで

はないかなと思いました。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 それでは、次へ進めさせていただきたいと思います。次は３７ページ、施策

１３です。よろしくお願いいたします。 

 

学校政策推進課長   施策１３、（１）電子黒板やタブレットＰＣ、デジタル教科書を活用した授

業の充実です。市内の小・中学校に、３学級に３５台のタブレット、それから

特別支援学級には各校１０台のｉＰａｄを配備しておりまして、デジタル教科

書それから協働学習支援ソフトも導入して、個別学習、一斉学習、協働学習に

活用しております。評価項目は、授業がわかると感じている児童生徒の割合で、

３０年度は８５.２％でございました。 

 下に行きまして、昨年度の外部評価委員の御意見としまして、機器について

は、だんだん古くなって、故障も増えているんだけれども、機器を個人負担す

ることについても考えてみてほしいというような御意見をいただきました。 

 昨年度からの対応につきましては、電子黒板については、順次液晶型のもの

に更新しておりまして、３０年度には普通教室８７％となりました。今年度の

夏にも入れさせてもらって、９４.５％になる予定でございます。機器の個人

負担につきましては、令和３年度から教育情報化推進計画というのを策定をい

たしますので、それに向けて検討していけたらと考えております。 

 今後の課題としましては、先ほど申しましたように、令和２年度に液晶型電

子黒板の配備率１００％を目指します。常設無線ＬＡＮにつきましても、小・

中学校でつけられるように努力してまいりたいと思っております。 

 続きまして、３７ページに戻りまして、次の文部科学省委託事業、ＩＣＴを

活用した教育推進自治体応援事業というものにつきましては、平成２８年度に
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終了しておりますので、飛ばさせていただきます。 

 （２）ＩＣＴ支援員の配置です。本市では、民間委託によるＩＣＴ支援員を

配置しております。各学校に月２、３回程度行っていただいて支援をしていた

だいていると。また、ＩＣＴ支援員統括リーダーと教育委員会で毎月定例会を

実施して、共通理解を図っております。評価項目は、ＩＣＴ支援員の業務に占

める授業支援の割合ということで、平成３０年度は８２％になりました。 

 ３８ページにうつります。昨年度の御意見としましては、ＩＣＴ支援員は、

継続して配置が必要だと思う。それから、デジタルばかりに偏るのではなく、

デジタルとアナログのバランスに注意しながら取り組んでほしいという御意見

がございました。 

 昨年度からの対応といたしましては、定例会を通じて、とにかく機器の操作

に係る支援だけではなくて、授業支援を増やしていってほしいということと、

デジタルだけでなくアナログと組み合わせた草津型アクティブ・ラーニングに

よる実践を支援、推進するようにお願いしております。３０年度については４

名支援員がついておりましたが、そのうち１名を４校重点配置校に配置しまし

た、そのことで４校のＩＣＴ活用数が大幅に増えました。 

 今後の課題としましては、今後ＩＣＴ支援員の人数は減っていく予定になっ

ておりますので、ＩＣＴの活用方法、ホームページの作成・更新作業、遠隔授

業の実施など、教師自身がＩＣＴ支援員の持つノウハウを吸収していく必要が

あるということで、先生方にも呼びかけているところでございます。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件に関しまして、御意見等をお願い

いたします。 

 

川端委員     まず、（１）の方ですけども、草津市は、一番最初、冒頭教育長さん言われ

ましたように、全国や県をリードすると、その一つがやはりこのＩＣＴの活用

だと思います。大変御苦労いただいてることも多々あると思いますが、是非今

後も、どんどん機器とか教材が新しく変わっていくということの対応が大変か

と思いますが、これからも大いに草津市さんの取組に期待をしたいなと思って

います。 

 それから、昨年話題に出ていた個人負担というのは、私はそれは難しいんじ

ゃないかなというとこを感じます。というのは、じゃあ買わんでもええのかと

言われたときに、買わせなくてもいいのかという問題。それから、仮に小学校

に入ったときに買わすとしたとき、９年間その機器が対応し切れるのか。個々

で買うとなったときに、いや、私は専門的なこういう会社に勤めてるから、う

ちの子はこれを使わせてくれとか、もうそういういろんな問題が出てくること
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を考えると、今はやはり国を挙げてＩＣＴを活用できる子どもを育てるわけで

すから、またそれを活用して教育活動を展開するわけですから、一定の条件の

整備ということで言えば、やはり一定の財源必要になりますから、草津市とし

て頑張っていただきたいところかなと思っているところです。 

 関連して、（２）のＩＣＴの支援員さんの配置ですが、人の配置というのは

経費もたくさん掛かるので大変かと思いますが、一定のやはり人数は多分必要

かなと思いました。 

 その中で、重点校を設置しておられるというのは、僕はいいことかなと。ど

の学校にも同じ回数を行けばよいのかというのではなくて、今年はこの学校に

重点的に取り組むことで、来年はその学校にちょっと重さを軽くして、で、次

の学校に、そういう形で何年間かローテーションしていく方が、それぞれの学

校の先生方の力もつきやすいんじゃないかなと。満遍なくいってもなかなか難

しいと思うので、今年はほとんど毎日ＩＣＴ指導の方がうちの学校にいらっし

ゃるというときこそチャンスかなと。そういう意味では、軽重をつけることは

大事かなと思います。特にこれから機器もどんどん新しくなっていくでしょう

し、教材等もどんどん新しく変わっていくことを考えると、やはり、専門的な

方の力というのはとても大事かなと。 

 教員は、ずっと草津市で教員をしていられるといいんですが、異動によって

全然違う市から、他市から来たときに、その先生にとっては、教職経験は長く

てもＩＣＴの経験はうんと少ないということを考えると、やはり、ＩＣＴの支

援員さんの一定の配置っていうのは今後も頑張っていただきたいなと思いまし

た。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。（２）のところの評価項目ですが、ＩＣＴ支援員の

業務に占める授業支援の活動割合というのをされてて、この数字が上がってい

る。授業支援というのは、ＩＣＴに関する授業支援ということでいいんですよ

ね。これは、上がらなくても、できるようになるのを目標とされているので、

なかなか微妙な数字だなというふうには。支援員がなくなるのがいいような気

はするので、これを上げる、上がらない方がいいのかなという微妙な数字だな

と今、気はついたんですけども。今、だから８割ぐらい活動していただいて、

増えていってるんだなという。 

 

学校政策推進課長   ただ、人数は減ってますので、その支援に対する割合は増えてますけれども、

支援全体は、２７年度ぐらい７人いたのが４人、３人と減ってきてるので、支

援のキャパ自体が少ないということになりますので、この授業支援自体がもの

すごく今増えてるんかっていうと、その総量が増えてるわけではないというこ
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とです。 

 

糸乗委員長    いかがですか、ここに関しては。 

 

木村委員     多分、産休明けとか育休明けとか、私の場合がそうだったんですけど、結局

復帰はしなかったんですが、その間に草津に電子黒板が入るという情報が流れ

て来て、まず驚いて、ああ、戻れないというふうに思ったんです。でも、それ

って多分、他にもそういう方はおられると思うので。何か学校の中に、すごい

きっとスペシャリストの先生がどんどん出てきはると思うんで、何かそういう

研修とかを多分積極的にやっていかはったら、支援員の方がどんどん増えなく

てもいいのかなというふうに思うんですけど、ただ、多分どの学校も先生もす

ごく大変なお仕事をされてると思うので、もし余裕がないなら支援員さんが、

例えば夏休みに結構集中して教えてあげはったり、何かその不安な、多分新採

の人でもそうだと思うんですけど、その人が安心して使えるようになったらい

いなというのはすごく思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。もう本当に全県というか、全国でも先端な取組です

ので、是非頑張っていただきたいなというふうに思います。 

 そうですね、ちょっと時間があれなので、このあたりで休憩を挟みたいと思

いますが。 

 

教育総務課長   ありがとうございます。１５時半再開ということでよろしいでしょうか。 

 

糸乗委員長    そうですね、はい、ありがとうございます。 

 

教育総務課長   どうぞよろしくお願いいたします。 

 

〔休  憩〕 

 

教育総務係長   再開にあたりまして、事務局からなんですが、ただいま若干押しぎみで進ん

でいまして、予定では５時に終わりたかったんですが、若干押す可能性がござ

います。ただ、次回への持ち越しは避けたいので、５時を回っても、今日の部

分については終わるということで、御了承のほどをお願いいたします。 

 あと繰り返しですが、事務局の方からは簡潔な説明に心がけさせていただき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、委員長、よろしくお願いいたします。 
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糸乗委員長    はい、ありがとうございます。 

 それでは、早速進めさせていただきます。施策１５の４１、４２ページです

ね、お願いいたします。 

 

学校政策推進課長   施策１５、（１）、学校図書館運営サポーターの配置です。各学校に学校図

書館運営サポーターを年間２１０時間配置しているものです。評価項目として

は、児童生徒１人あたりの年間貸出冊数２４冊が目標で、実績は２７.４冊と

なっております。 

 続いて、その下の学校司書の配置です。こちらにつきましては、民間委託で

学校司書を１日５.７５時間、年間６０日間配置をしております。目標につい

ては、同じものを使っております。 

 ４２ページに行きまして、昨年度からの対応ですが、昨年度からといいます

か、ここはちょっと２９年度からという書き方をしておりますが、学校司書の

配置日数を４５日から６０日に拡充しました。平成３０年度も６０日を配置し

ていることから、全ての学校で毎日開館を実現することができました。また、

学校図書館の活用ということで、図書館を使って調べる学習コンクール、地域

コンクールを導入しましたところ、たくさんの応募がございました。 

 今後の課題としましては、昨年度から始めました調べる学習コンクールにつ

きまして、もう少しじっくりと取り組んでいけたらなと考えております。 

 ４１ページに戻りまして、（３）、司書教諭の専任配置です。学校の司書教

諭につきましては専任配置がされていないところでございますけれども、もう

飛ばしまして４２ページの方に行きまして、司書教諭については、毎年国・県

要望という形で、専任配置をしてほしいということでお願いをしているところ

です。今年度につきましても国・県要望ということでさせていただいておりま

す。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、（１）、（３）という形ですかね、

（１）に二つありますが、はい、これについてよろしくお願いいたします。 

 

川端委員     目標の２４冊というのは、何か根拠があるんですか。 

 

学校政策推進課長   はい、おおむね月に２冊で、２４冊っていうような形です。 

 

川端委員     全国的な何か数字があって、そういうものではない。 
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学校政策推進課長   読書冊数というのは全国的な数字はあるんですけれども、この学校図書館の

貸出冊数というのは、あまり全国に比較する数字はありません。 

 

木村委員     私も図書ボランティアにちょっと入らせてもらってたりして、ちょっと情報

もあるんですが、司書さんの方がすごくありがたい存在で、今いてくださる方

も本に詳しい方で、学校図書館だよりとかも出してくださってたりするんです

けど、司書さんがいはる日といはらない日とがあって、いはらない日は図書ボ

ランティアのお母さんたちで図書室が運営されてるんです。その図書ボランテ

ィアがちょっと減ってきた時期にまたお知らせを学校から出してもらって、今

は結構たくさんおられる状態で、毎日開館ができるので、子どもたちももう常

に長休みも昼休みも借りれる状態があるので、やはり学校図書館は毎日開いて

るっていうことがすごく大事なのかなと思うのと、あとブックラリーとかいろ

んなイベントを結構その回数を増やしてもらってるので、結構子どもたち、１

カ月でも何十冊って読んでる子もたくさんいて、学校でやはり保護者にも声を

掛けてもらって、司書さんだけでは負担になると思うので、協力をまたしてく

ださいって言えば、多分してくださる方たくさんおられると思うんで、その呼

び掛けが多分あったら子どもたちも喜ぶと思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 

川端委員     それぞれの学校で、保護者もだし、地域のおじいちゃんおばあちゃんとかね、

おじさんおばさんとかもね、そういう方々も来られてる学校もあると聞いてま

すし、いろいろ工夫をしてくださって。それで、その核にその図書館司書さん

がいてくださることに安心して皆さんが行けるっていうのがあると思うので、

そういう方と繋がっていただいてる取組でいいかなと思いますね。 

 それから、（３）の事業名として司書教諭の専任配置というふうに、ぼんと

ストレートにあげてしまうと、これは草津市で配置しますみたいなイメージに

なりますね。でも、実際はなかなか難しいね。だから、今は国とか県の方にそ

ういう人員の配置を要望しているというレベルだから、今度また新しく作らは

るときには、何か市がこれを配置しますみたいに、これでいいのかどうかって

いうあたりをちょっと考えていただくといいのかなと思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 それでは、次へ進めさせていただきます。４４ページ、はい、お願いします。 

 

児童生徒支援課長   施策（１）です。児童生徒支援課は教育研究所の方も管轄しておりますので、
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そちらのお話をさせていただきます。教職員の研修講座としましては、指導力

の向上を目指す研修として、人権教育とかをはじめ、夏休みの間に８講座、そ

して、年間自己啓発講座としては４講座行っています。そして、できるだけ実

習や演習も交えた実践的な講座もということで、その講座を実施した参加者の

満足度は、そこにあげているとおりです。 

 そして、いろんなニーズにマッチングしていくようにということで御意見を

いただいておりますので、アンケートを取ったり、それから、働き方改革の観

点から実施日、開催日、それから開催時間などの設定も考えてさせていただい

ております。また、いろいろな講座があるんですけれども、そういうものとも

コラボしながら、昨年度は研修の場を確保していっています。 

 そして、今後の課題としましては、より実践的でアクティブな講座を先生方、

受講生の方のニーズに合うものを調整し、検討しているところです。 

 （２）続きまして、くさつ教員塾につきましては、教職の年数が浅い１０年

未満の方を対象にして、情報教育それから理科教育、幼児教育の３講座に１１

０名の参加がありました。昨年度は、年齢のそういう年数も取っ払いまして、

希望者であれば参加できるような形をやっております。特に、先ほど言われた

ように、ＩＣＴの教育につきましては、他市から来られた方については受講し

ていただくとかいうような形で声掛けはさせていただいております。それから、

スキルアップアドバイザーというのが後からまた出てくるんですけど、その方

が授業を見ていく中で、こういうところが弱いので、こういうところも講座と

してしたらいいんじゃないかなというようなことについても参考にさせてもら

っています。 

 今後の課題としましては、働き方改革も踏まえながら、ニーズに合った研修

をどうやって仕組んでいくかということを考えているところです。 

 それから、（３）です、小中による校種間連携の推進ということで、これは、

先ほどから挙がっておりましたグレードアップ連絡会、それから小・中の人権

の実践交流会などのことをここにまとめて挙げさせていただいております。そ

のほかこの小学校の先生が中学校の先生の授業を見に行くとか、そういったこ

と、中学校の先生がまた小学校の方に見に来てくださるとかいうようなことと

かも含まれています。評価項目としましては、問題事案の解消度について挙げ

させていただいているところです。 

 あと小中一貫のモデル校についての御意見をいただいているんですけれども、

いろいろな面で子どもたち、生徒の数が増えていまして、なかなかちょっと小

中一貫をということは。ただ、本当にその連携は密にしておりますので、そう

いった意味で、一貫校よりもまた強力になっていけたらなということも思って

おります。 
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 それから、特にグレードアップ連絡会というのは何人かの教師しか出ており

ませんので、それを帰ったときに、自校の学校にどのように広め、研修を深め

ていくのかということが課題に、また今後の工夫の必要もあるところだと認識

しております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件につきまして、御意見等をお願い

いたします。 

 

川端委員     （１）、（２）に関わると思うんですが、この間の新聞かニュースになって

た、世界の先生の中の日本の先生の働き方みたいなもんが出てて、働く時間は

多いけども、職のその時間、つまり、自己研さんをしていく時間は、逆に一番

少ないといったような状況がある中で、こういう先生向けの講座や教員塾って

いうのはとても大事な役割を担っているんだろうなと思います。だから、これ

からも充実していただきたいのと、先生方がやはり受け身にならないような、

いろんな仕掛けも今少し話をしてくださって、それは大事だなと思うのととも

に、部分的には教科部会と何か連携ができないかなと。例えば、今年の夏の講

座は、国語と社会の講座を設けますと。その講座には、国語や社会に属してお

られる教科部会の先生方が主体になって、どんな人を呼ぼうかとか、どんな内

容にしようかというようなことを、年間、春と夏でしたかね、夏休み、２回教

科部会を集まってされてるけど、それに追加でもいい、そこにも組み込んでも

いいので、そういう教科部会の動きと連動させると先生方の主体性みたいなも

のも生かせるのかな、そんなきっかけづくりになるのではないかなということ

を思いました。 

 それから、一番最後の小・中の連携の部分ですけども、校種間連携ですが、

私も成田課長が言われるように、一貫校をモデルで作るというよりも、小・中

の指導の一貫性、子どもへの指導や支援の一貫を学校が変わってもしていくと

いうことの方が、多分、草津の場合は大事じゃないかなと思っています。そう

いう意味で、限られたメンバーだけでもグレードアップのメンバーで定期的に

集まれるというのは、やはりそこの先生方の関係性はとても密になってくるの

で、そういう先生方の密な関係をどこかで作っておくということはとても大事

なので、これからもこの取組を生かしてほしいなと思っています。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 

川端委員     教育研究所の部分、別のところで関連してますので、先ほど御意見いただい

て、研修会とかは研究所の方でいろいろと考えていただいてはいると思うんで
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すけども、アイデアとしてこういう形のものがあればわかりやすいなと思って

聞かせていただきました。 

 

学校教育課長   今年は糸乗先生にやっていただいてた、ＣＳＴ（コアサイエンスティーチャ

ー）養成の方が理科の講座をそんな形でやっていただいています。 

 

糸乗委員長    理科に関しては前から継続してやっていただいて、恐らく理科の、中学校の

先生が中心にはなるんですけども、やっていただいてますね。 

 あと関連して（３）の小中の連携っていうのは、総事業プログラムでやって

いると、小学校の先生と中学校の先生を両方とも来ていただくときに感じるの

が、結構小学校と中学校って別々にされているっていうんですか、意外にも中

学校の先生といろいろ連携したいという思いは、小学校の先生は中学校の先生、

そっち側の方が正直は多いと思うんですけど、中学校の先生は独自にやってお

られるイメージで、小学校の先生は、やはり中学校の先生と連携して何かいろ

んなことをしたいというか、いろいろ教えてほしいっていうような思いがある

っていうことをおっしゃることが多いので、できたら小中っていう連携をして

いただくと、もう中学校は教科で結構動いていただけるので、本当にいい感じ

でいくのかなというふうには感じていますので、是非この連携がもう既にある

ということであれば、もっと継続してやっていただきたいなというふうに感じ

ました。 

 それでは、次に移らせていただきます。次は、４６ページのところですね。 

 

学校教育課長   人事評価制度の実施ということで、教員の人材育成を目的に行っております。

教員が目標を立て、それに向けて、それをもとに学校長が学校で面接をして、

授業観察等をしながら、こういうことを一緒にやっていこうとか、それぞれお

話をしています。面談を年間３回はするということで、全教職員に対してやっ

ているということで、９８％実施できています。それぞれ教師の経験が違いま

すので、その段階に応じたプランを話し合えるようにというようなことを普段

やっています。それから、管理職を評価するのはこちら教育委員会です。これ

につきましても、面談をするだけでなく、学校を訪問させていただいて実際に

評価させていただくというふうなことをさせていただいています。 

 今後も続けていきながら、教科指導充実であるとか、それこそ授業力の教員

一人一人の力をつけていくっていうことを目指していきたいなというふうに思

っています。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件に関しまして御意見等をお願いい
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たします。どうぞ。 

 

木村委員     管理職の先生に若い先生が話すのは、多分、最初はすごく緊張すると思うん

ですけど、でも、私はすごく、もう川那邊先生もそうだったんですけど、放課

後にいろんな話を関係ない話も含めて聞いてくださってたことで、本当にクラ

スが困ったときにすごく相談しやすい学校だったので、救われたことがもう

多々あって、授業のことも聞きたいし、やはり同じ学年の先生って、やはり何

か聞いたらあかんのかなとか、何かその聞きづらかったり、放課後忙しくして

いたりして聞きづらかったりとかがあると思うんで、校長先生とか教頭先生と

かに聞けたり、この授業、ここがわからない、どうやってやったらいいんです

かとか常に聞ける環境があるのが、若い先生にとったらすごくいいんじゃない

かなと思っています。校長室の扉がいつも開かれていて、うちの学校は校長先

生もいつもうろうろしてくださってるし、教室も入ってくださって、今、うち

の２年生の娘の教室にもすぐに行ってくださってたりするので、そういう点は

若い先生はすごく安心感があると思うので、そうやって、あえて面談って、面

談っていうよりも、もう常にそういう話せる間にあったらありがたいんじゃな

いかなって思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 

川端委員     関連すると思うんですが、私も３回面談したら大丈夫かというと、そういう

もんでもなく、２回しか面談してないけども、その２回がとても充実した場合

もあるでしょうし、それぞれの先生がこの人事評価制度も活用して、どう教員

として成長してくださるか、そういう成熟した制度にやはりこれからもっとも

っとしていく必要があるかなと思います。そのためには、例えば評価の項目も、

先生方の意識として、自分が学校経営や運営に参画している意識が持てたとか、

自分の力が、指導力がすごく学校で発揮できているとか、そういう指標の方が、

これからまた新しく作っていかれる中ではいいんじゃないかなということを感

じました。 

 日本の先生は自信が持てないというのもこの間の国際調査の中でありました

ので、自信持って先生方、子どもたちに向き合っていただける、そんなことを

支える人事評価制度でこれからもあってほしいなと思います。 

 

糸乗委員長    私が感じてたのは、先ほどお話ありましたように、校長先生とか教頭先生と

か、もっと多くてもいいのかなというふうには感じていました。この目標と指

標に関してが人事評価っていうところで、目安としての回数ということになっ
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ているのでそういう形にはなっているんでしょうけども、やはり体制っていう

んですかね、その形として、今おっしゃっていただいたような相談しやすい環

境で、さらに先生方の意識が上がるっていうような仕組みってというか、もう

そういう何か学校づくりというか、そういうのに向けてできたらいいんだろう

なというふうには感じたんですけれども。 

 ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 それでは、次へ移らせていただきます。４８ページと４９ページですね、施

策１８のところをお願いいたします。 

 

学校政策推進課長   （１）の教育情報化リーダー養成研修です。先ほどのＩＣＴ支援員の話がご

ざいましたが、教員に対しては、教育委員会が主催をしまして教育情報化リー

ダー養成研修を年間７回実施しております。評価項目としては、ＩＣＴ活用指

導力について、できる方であると回答した教員の割合となっておりますが、注

釈でも書かせていただきましたとおり、これは文科省調査をもとに指標をとっ

ているんですけれども、平成３０年度に評価項目になっている文科省の言い回

しが変わりましたので、少しハードルが上がりました。その結果、平成３０年

度については８３.３％という数値になっております。 

 ４９ページに移らせていただきます。昨年度からの対応としましては、最初

はタブレット活用推進リーダー研修ということで、名前からして機器の扱いを

研修するんだというような研修だったんですけれども、ここ数年は名前も変え

まして、日々の授業でどう活用していくのかというような研修を具体的に進め

ています。特に平成３０年度は、リーダーの皆さんに年間シートというのを記

入していただきまして、具体的に学校でどのような活用をしていくんだという

のを計画的にやっていただこうというふうに変えていっています。 

 今後の課題としまして、今現在、学力向上マネジメント会議というミドルリ

ーダーがメンバーとなっている会議との連携をとりまして、情報化リーダーに

ついてもマネジメント力をつけていくという方向で考えております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件に関してよろしくお願いいたしま

す。 

 ちなみに、タブレット活用推進リーダーから教育情報化リーダーという名称

変更と、評価項目が、これが上がった方ということですか、できる方であるっ

ていう、前がこれとは違ったっていうことですか。 

 

学校政策推進課長   評価項目については、できる方であるっていうのを、もう少し何かこう５項

目ぐらいあって、細かく分かれているものの平均点なんですけれども、例えば、
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タブレットが、今までだったら、例えばタブレットを活用できるという項目だ

ったのが、例えばタブレットを活用した授業の指導ができるというような形で、

ちょっと項目の言い回しが変わってきたので、先生方もちょっと評価の数値が

落ちたということです。 

 

糸乗委員長    自己評価をしないといけないからですね、難しいと感じられたということで

すかね。でも、８３％できる先生方が草津にはおられるというのは、非常に高

い数字と思います。 

 

木村委員     参観に行かせてもらうと、電子黒板とかでいろんな準備をされていて、それ

を進めながらとか、戻ったりとか、そこに書き込んだりとかされてる授業を見

て、私は、自分がそんな時代じゃなかったのですごいなって思うんですけど、

何かその準備の時間がどの学校の先生も常に取れているのがすごいなっていう

のが率直な感想というか、重荷になってはおられないかなというのをすごく感

じました。他にもたくさん仕事あると思うんですけど、それを使わないとみた

いな、何っていうか、使える先生と使えない先生の間にすごく差があったり、

何かこう負い目を感じているとかプレッシャーを感じているとかっていうこと

がないんかなっていうふうに思うのと同時に、学校の中ですごくできる先生に

やはり教えてもらえる環境があるのかなっていうふうには思います。 

 

糸乗委員長    実態のところはどうでしょうかということなんですが。 

 

学校政策推進課長   時間なんですけれども、場合によっては、その電子黒板やタブレットを使っ

た方が手間が掛かるものもあるんですけども、逆に、例えば、一つの資料を子

どもたちに提示するのでも、今まででしたらどこかの資料を、例えば拡大機で

ずっと拡大して、それを黒板に張ってとかやっていたのが、今は電子黒板にデ

ジタル教科書が表示できますので、その写真をぽっとクリックするだけで大き

く出ると。あるいは、今まで子どもたちにプリントを配って資料を見せていた

ものを、共有機からタブレットにぱっと資料を送ることができると。ＩＣＴと

いうのは時短を実現するものでもありますので、必ずしも教員の負担が増えて

るというわけではないというふうに考えていただければと思います。 

 また、その苦手意識を持っておられる先生というのもやはりいらっしゃいま

すので、そのためにこの教育情報化リーダー養成研修を行っていると。これに

は、得意な方が集まっていらっしゃるんですけれども、そこで教育委員会が主

催する研修を受けていただいて、それを学校に持ち帰っていただいて、学校で

その方々が核となって他の先生方に教えていくと、そういう形をとりますので、
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苦手な方でも、仲間の先生ですので、気軽に聞いていただけてるんではないか

なと考えております。 

 

川端委員     核という方の考え方で、しかもその核が一つだけの核ではなくて、今、ミド

ルリーダーもメンバーに加わるということですから、複数の核があるというこ

とは、学校にとってはとても大事かなと。でないと、１人だけ核になっている

ときはいいけど、その先生がいなくなったら、皆また何かできなくなるみたい

になるので、いくつも、複数の核を作っていくということをされてることはと

ても大事なことだなと思いました。 

 これ施策１８を読んでながら、あれ、何かよくこれ関連してるなと思ったの、

施策１３番と、あるいはこれ表裏一体なんですよね。施策１３は電子黒板とか

デジタルのタブレットをどれだけ配置しますという、ある意味はハード面の部

分で、それを実際にハードを利用する先生方とかソフトの部分がこの施策１８

だと。せっかくこのＩＣＴ、草津で頑張ってるのだから、何か次のときには、

これが一本化されたような部分に表れるといいなと思いました。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。よろしいでしょうか。はい。 

 では、次へ移らせていただきます。次のページですね、５０ページ、施策１

９でお願いいたします。 

 

学校教育課長   教員の授業力の向上ということで、授業改善に向けてです。授業研究会の開

催ということで、どの学校も活発に授業研究会を行っていただいています。先

ほども言っていただきましたけれども、先輩の教員が後輩を教えるような形を、

学校でＯＪＴをして推進していただいていますし、こちらの方からも学校政策

推進課の方で草津型アクティブ・ラーニングという形の授業モデルみたいなも

のをリーフレットにして、全教職員に配布して、こんな授業をしていきましょ

うということを共通理解しながら進めています。授業がわかると感じている児

童生徒の割合ということで、９４.７％の達成率です。 

 他にも校長先生のＯＢの方がスキルアップアドバイザーということで各校を

綿密に回っていただいて、その中で教科指導等、校内研究の指導等をしていた

だいていますし、ＩＣＴの方で、その公開授業の動画を共有ポータルサイトへ

載せて、自分の学校ですぐれた実践を見ていただくというふうなことの自己研

修をしたり、先ほども出てましたけども、教科部会を充実させようということ

で、昨年度は中学のちょっといくつかの教科で少し強化をするというか、授業

研究をして進めていくというふうなことをしております。 

 今年度、今後につきましても、この教科部会等、先ほども御意見いただいて
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ましたけども、このあたりを活性化していって、より授業力をつけていくとい

うことにしていきたいなと思っています。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。では、この件につきまして御意見などをお願いいた

します。 

 

木村委員     授業を見ることが、私はすごく若手の先生は特に勉強になると思っていて、

何かすごい難しいっていうか、手の込んだ授業を見せてもらうのはもちろん勉

強になるんですけど、低学年の担任になったときに、例えば、発問して、それ

に答える子がいて、周りの子はどういう姿勢で聞くとか、どう向くとか、どう

返事するとか、何かそのノウハウを、私は低学年、１年生を持ったときに、同

じ学年の先生に教えてもらったことすごく覚えていて、それを当たり前にやら

せたい、こっちがやらせたいって思うことを自分がどうしていいかわからへん

とかって悩んでいたとき、これだけはみたいなポイントの何か授業を見せても

らうのがありがたいなというふうに思うんです。難しい授業を見て、自分がそ

んなんできるかなって思うより、これならって、このとおりやったらできるみ

たいな、何かそういう授業研究があってもいい。特に小さいときの情報は大事

かなと思うので、やはり聞けない子がすごく今、多くて、小さい学年で、聞く

ということが、やはり勉強がわかるに繋がると思うので、聞きたい子も聞けな

い状況があったりするのが多分どこの学校もあると思うので、その学級づくり

という場面の、研究まで行かなくても、気軽に上手にやってはるクラスを見れ

る環境があったら良いかなと思います。 

 

川端委員     先生方が指導力を身につける、見ることと、それから実際に、まな板の鯉じ

ゃないけど、土俵に上がって自分が授業をすると、その繰り返しで、やはり先

生方は力をつけていく大きなきっかけになるのが、やはり授業研究会かなと思

っています。ただ、このごろ本当に、この授業をみんなで見に行こうっていっ

ても、教室を空っぽにできないので、全員が見に行くことが難しいというふう

な状況とか、研究会の時間そのものももう非常に限られた時間の中で、どれだ

け効率を上げて研究会をするかということを考えると、いろいろ工夫をされて

いるところもあるんじゃないかなと思いました。例えば、全員が何らかの形で

発言ができるような、その研究会の持ち方とか、是非その辺を、いろんなノウ

ハウみたいなものを、研究会の先生方の御指導も仰ぎながら、各学校にこんな

研究会持って、やり方をしてはどうかということを示していただいたりするこ

とも活性化になるのかなと。何かその学校にいると、その学校のやり方が当た

り前に思ってしまうけど、実は、他の学校なり、こんな新しいやり方なり、こ
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んなふうにすると、みんなが本当に主体的にもっと関われるよとか、意見がい

っぱい出せたとかいう、そういうものもあるかと思いますので、きっとそんな

宝が他の学校にもいっぱいあるんじゃないかなと思いました。 

 

糸乗委員長    そのポータルサイトに公開されている動画とかは、それ、そういうものにあ

たるでしょうか。その各校で皆さんが見ていただくような授業になっていると

思うんですけれども、こういうあたりもちょっとＩＣＴ化が進んでるようにも

思いますので、是非これを、実際どれぐらい活用していただいてるのかなって

いうところが実際のところは気になるところだとは思うんですけど、せっかく

こういう形の公開授業で、当たり前の授業っていうのも必要だし、スペシャル

な授業もあるし、皆さんにためになるような授業っていうのも公開していただ

いて、それを皆さんができるだけ見ていただきたい人に見ていただけるような

形がとれるのがいいんだろうなというふうに感じます。その部分はデジタルで

やる部分と、本当は実際に見ていただくのが良いんでしょうけども、その今、

物理的にというか、難しくなっているところで、そういうところは活用してい

ただければなというふうには思います。 

 それでは、次へ進めさせていただきます。５２ページ、５３ページの２０番

ですね、お願いいたします。 

 

児童生徒支援課長   （１）です、教育研究奨励事業です。多くの小・中学校の先生方に、本当に

最先端の教育課題についてのテーマで、個人とかグループで研究を取り組んで

いただいた後、研究論文の応募をしていただいております。昨年度は合計で３

９点ありました。論文だと非常に大変なので、論文だけではなくてアイデアと

いうことで、ちょっとした工夫であるとか、プリントの工夫であるとか、そう

いったものも、また論文とは別の応募対象にもなっています。そして、学校・

園・所に対しての校園所賞であるとか、専門性を生かして継続的に研究に取り

組んでおられる先生個人とか学校に特別賞とかを授与するということで、教員

の資質向上にも役立っているかと思っております。論文審査時による審査員の

評価がそこに挙げさせていただいております。 

 下に移りまして、先生方の発表の場でありますので、夏休みにゆっくりと研

究発表の場を設けております。そして、また研究成果につきましては、研究所

の所報に全文デジタルになるんですけれども載せていただいてあったり、先ほ

ども出ました教材共有のポータルサイトに載せて、見たいときに見られるよう

な形をとらせていただいております。 

 それから、今後の課題としましては、論文ということは、なかなかきちっと

したものはあれなんですけれども、ちょっと書きにくい先生方にはやはり講習
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をさせていただいていたりとか、具体的な、積極的な応募が継続してできるよ

うな働きかけをまたしています。またどこかで出てくるんですけども、スキル

アップアドバイザーという先生が若手の教員の指導に研究所からちょっと派遣

されて行っているんですけれども、その先生が指導していく中で、この授業よ

かったよというようなものについては論文を勧めたりとか、アイデア研究に応

募してみてはというようなこともやっていただいているところです。 

 

学校政策推進課長   （２）、（３）ということで、先ほども何回か出てきていましたが、教科等

部会別研修会の実施ということで、全教職員が何らかの部会に参加しています

ので、その中で一応年２回は研修会を開催して、情報交換や研究会などをして

います。先ほども出ました共有ポータルサイト「たび丸ねっと」に成果物を掲

載したということで、全部会が掲載できています。昨年度の対応としましては、

特に授業改善が中学校の方の教科で必要だということを市の方でも話し合って

おりまして、その中で、国語、数学、理科の三つにつきましては臨時で中学校

部会を開いていただいて、研究授業をするなり、少し強化を図っていっている

ということです。 

 今後の課題ということで、今年度につきましてもこの部分の強化をというこ

とで、働き方改革の部分もあって、少し回数を減らしたり、授業研究会をちょ

っとやめようというような機運もあったのですけれども、先ほども出てました、

やはり生の授業を見るのが大事やというふうなことで、少しずつこの授業研究

会をまた復活させていこうと、しっかりみんなで見ていこうというふうな流れ

を作っていこうというふうにしております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件につきましてお願いいたします。 

 

川端委員     研究奨励事業も３９点は多いのかな、少ないのかな。なかなか私も現場に行

ったときに、どんどん出してくださいねといいながら、自分が何回出したかな

って、あんまり出してないなという自己反省もあったんですが。やはり若いう

ちにこそできること、若い先生のうちにこそ吸収できるものがあるし、そこは

１番の期待できるとこと考えると、もう初任者研が終わった先生は、１年間の

レポートを何かテーマを作ってやりますよね、それで２年次研とか５年次研と

か節目の研修のその成果を、もうこの次の年の研究奨励事業に出せるんやみた

いなふうにリンクさせておくと、初任者研は初任者研で、研究奨励事業は研究

奨励事業でレポート出すってなると、その先生方も負担だし、何をしていいか

って思ってしまうから、今あるその先生方の研修制度とリンクさせながら、も

う一定この研修を受けるときの成果がここに繋がって、さらにそこで評価をし
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てもらって賞に認めてもらえれば、また自信に繋がるのかなと思うと、そうい

うことも一つ考えてみてはどうかなと思いました。やはり若い先生方に授業を

作る魅力とか、子どもの成長が実感できたという喜びを経験して欲しいと思い

ます。 

 それから、（２）と（３）のとこについては、先ほど研究所の講座のとこで

も触れましたように、そういうものともリンクしながら、教科部会がより先生

方の主体的な活動も促していけるものが刺激になっていったら良いなと思いま

す。 

 

糸乗委員長    授業研究会っていうのは、校内で行う場合と、もう少し広い範囲で行われる

場合もあるんですよね。これはもう少し広げていくっていう形で考えておられ

るということなんですかね。 

 

学校政策推進課長   そうですね、今、一つの校内で研究テーマに沿ってやる授業研究会もありま

すし、この教科の場合は、その教科の担当というかが集まって研究会をしてい

るのに、他の人も見に来ていいよという形でしていたりというような場合もあ

ります。なかなか先ほども出てましたけど、出張に出るのが難しくなってきて

いるので、集まるのは難しいのは難しいんですけれども。 

 

糸乗委員長    よろしいでしょうか。 

 それでは、次へ移らせていただきます。５４ページですね、施策２１です、

お願いいたします。 

 

学校政策推進課長   学校改革パイオニアスクールくさつ推進事業です。新学習指導要領の実施を

見据えた教育を円滑に行うために、主体的・対話的で深い学びに繋がる授業改

善をテーマに、各学校独自に取組をしていただきまして、その取組内容に応じ

て、市として予算配分を行っているというものでございます。評価項目につい

ては、この事業に対する自校評価で肯定的な回答の平均値という形になってい

ます。４段階の３.７ということになっております。 

 ５５ページの課題の方ですが、良い取組については、学校ホームページ等で

積極的に発信してほしいという昨年度の御意見もございました。平成３０年度

は、各小・中学校で１５９名の講師やサポーターを招聘し、各校独自の取組を

したわけですが、その取組は、学校だよりやホームページで掲載する形で地域

にも発信いたしました。 

 今後の課題ですが、この学校改革パイオニアスクールくさつという事業の中

に先ほど出ていましたスペシャル授業というのがありますので、その学校独自
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の取組とスペシャル授業をうまくリンクさせていって、学校の意図するものが

スペシャル授業にも反映されるように、二つを繋げていこうというのが今後の

課題に上げさせてもらった内容です。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件について御意見等をお願いいたし

ます。 

 

川端委員     それぞれの学校で学校の事情なり特性があるので、それを学校の独自の特色

を生かせるということができる事業として大切かなと思うんですが、一方では、

それを予算化していくことの難しさというのも行政の側としてはあるんじゃな

いかなと、苦労いただいてるんじゃないかなと思います。何とかその辺はうま

くすり合わせていただいて、学校も努力をしていただかなきゃならないものも

あると思いますが、できるだけ学校のニーズとか課題に即した取組ができます

ように、そういう参画をしていただけたらなと思います。 

 

糸乗委員長    どうぞ。 

 

木村委員     スペシャル授業を受けてる子どもがすごく良い顔をしてたり、何かうちの子

も声楽家の方に昨日習って帰ってきたんですけど、その真似をして家で歌って

いたりする姿があるんで、やはり何か先生もその１時間、その講師の方に授業

を預けることで、学級担任の先生もほっとする時間になるだろうし、子どもに

とってもプラスなので、何かみんなが良い時間だろうなっていうふうに親とし

て思っています。 

 この前、うちのアスパラ畑に３年生が来てくれたんですけど、もうそれは何

かお金が発生しないことなので、そういう予算組まなくてもできる人を探して

行かれることもよくあって、山田は環境がそういう環境なので、例えば、ネギ

のプロのところに行ったり、うちみたいに、「何とか名人を探そう！」みたい

な感じでいろんなところを子どもが点々と歩いている姿があるので、もう何か

予算外でできる、そういうことも発掘でき、学校ごとでされていかれると、み

んなにとって良いことではないかなというふうには思いました。 

 

糸乗委員長    個々のその情報とかは学校のホームページで公開されているので、それを見

ていただくような形ですよね。それを見て得するというか、そういういいなっ

て思っていただければ、多分それがまた活用していただけるんだろうなってい

うふうに思いますけども。 

 それでは、次へ移らせていただきます。５６、５７ページの施策２２ですね、
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お願いいたします。 

 

学校教育課長   地域の活力を生かした学校経営ということで、（１）の保護者や地域との連

携ということです。図書館ボランティアとか、それから地域環境整備活動、先

ほども言っていただきましたが、総合的な学習の時間において、地域の方の御

協力により、いろんな実践をさせていただいています。地域協働合校の実施事

業ということで３６９件。例年ほぼもうずっと継続した取組になっていますの

で、数字的にはあまり変わっておりません。 

 昨年度からということで、小・中学校全てにコミュニティ・スクール、下に

も出ていますけれども、それが導入されたことによって、学校の教育課程とう

まく連携を図るということを、一つのそういう名の会議で、何ていうんですか、

計画をしっかり立てていくということができているんではないかなというふう

に思っています。今後もそういう部分でしっかりと連携をとって、継続して取

り組んでいきたいというふうに思っています。 

 

学校政策推進課長   （２）のコミュニティ・スクールくさつの実施でございますが、平成２８年

度に小学校７校でスタートいたしまして、平成２９年度には全１４小学校、そ

して３０年度からは小・中学校でということで、コミュニティ・スクールを広

げていっております。 

 課題の方にまいりまして、５７ページです。平成３０年度は中学校を含む全

ての小・中学校で行いましたが、３０年度からは、草津市独自のものではなく、

法律に基づく制度という形でのコミュニティ・スクールを実施いたしておりま

す。それをもとに地域、保護者、学校が連携した取組を行ってまいりました。 

 今後の課題としましては、研修会、毎年２回程度行っているんですけれども、

研修会を通して関係者がその機能を十分に理解するように今後も努めていかな

ければならないと考えております。例年２回入れておりました研修会、今年度

は３回ということで予定をしているところです。それぞれ専門家、ＣＳマイス

ターでありますとかアドバイザーというのを県の方からとか国の方から無料で

派遣していただくことができますので、そういう専門家を招きながら研修体制

を充実させていこうと考えております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件につきまして、何かございました

らお願いいたします。 

 

川端委員     いいですかね。 
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糸乗委員長    はい、どうぞ。 

 

川端委員     一つ目の保護者や地域との連携については、これは今日ではないのですが、

６４ページの施策２５、地域による学校支援の充実を図りますというものと、

表と裏の関係じゃないのかなと思って。つまり、今、説明いただいた５６ペー

ジの方は、学校から見たときに、どれだけ地域の方に来ていただいてるのかと、

６４ページの方は、地域はどれだけ学校の方に人を送れるようになってるのか

という、どっちから見るかだけの違いのような感じがするので、今後、これに

ついて何らかの整理が必要じゃないのかなと思うのと、コミュニティ・スクー

ルの方も、ここには恒久制度って書いてありますが、本当にもう絶対これは変

わらないんですかね。ちょっと何か恒久制度と言い切っていいのかなとも思っ

て、ちょっと法律、国の制度やら変わる場合も、長い目で見たらあるんじゃな

いかなと思うので、恒久制度という言葉はちょっとひっかかった部分になりま

す。 

 国のコミュニティ・スクールのモデルになったのは、僕は草津の地域協働合

校だと思うんです。だから、コミュニティ・スクールという、これからの時代

にはこの名称も使いながら、草津でやってきた地域協働合校とどうすり合わせ

をしていくのかというのが、生涯学習課さんとまた相談をしていただきながら

教育委員会として方向性を考えていただくのかなと思いますが、保護者や住民

としては、二つの何か違うようなイメージという。 

 

木村委員     山田は結構昔から地域協働合校が根強いっていうか、何かその地域の人と一

緒にやって当たり前って子どもたちも結構思っていて、高齢の方とも交流する

し、行事ごとに誰か来てくれるというのが幼稚園のころからずっとあります。

それで、何とかさん、何とかさんというように。だから、例えば私のことは、

この前アスパラで来てくれてた、アスパラの木村さんとか、例えば、ネギの中

島さんとか、何かもう誰もが学校で出会ったら言えるぐらい。学校側もそのコ

ミュニティ・スクールになってからもそうですけど、その地域協働合校のゾー

ンの壁面の写真張ったり、名前つけてくれはったり、いろいろなその発信をし

てくださっているので、子どもに根づいているのが常で、何かあえてコミュニ

ティ・スクールっていうことで新たにというよりも、何かそのずっと継続して

いるのが子どもにも力になってるし、地域の方も、行って当たり前と思ってく

ださってる方がたくさんおられるのでありがたいんですけど、何かその地域の

方が関わってくださる反面、本当に子どもを育てていかいといけない保護者が、

自分らが関わらな駄目だという意識が薄いように私は最近思っていて、何か学

校でこういうことしますよ、協力してくださいと言ったときに、来てくれるの
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は地域の方がメーンで、逆に、保護者の数が全然少ない、来ても何か要らんこ

としゃべってるみたいな状況が多々あって、何かそこがうまくリンクできるっ

ていうか、保護者も関わり、地域の人も関わり、地域を盛り上げるみたいなら、

もっとこのコミュニティくさつを力入れていくんだったら、あった方が良いの

かなというふうには思っています。保護者の方にもこういうことをしますから

来てくださいというアピールを学校もしていけばいいと思うし、何かもう持っ

ていきましょうよっていう保護者の気持ちをあげていきたいっていうふうに私

はいつも思ってるんですが、やはり何か難しい、お仕事されている方がほとん

どなので難しいんですが、外部の方の協力もありき、でも、やはり大事なのは

保護者かなというふうに思います。 

 

糸乗委員長    地域、保護者、学校が連携した取組という。 

 

木村委員     そうですね、理想なんですけど。 

 

糸乗委員長    はい。学校側からは、積極的に働きかけるということですよね。地域の方は

協力していただけている実績もあるので、学校からの働きかけも必要だし、ま

た、学校からはもっと保護者の方にも働きかけないと、このコミュニティ・ス

クールがうまくいかなくなっていくんじゃないかという。 

 

木村委員     地域の方から、親は何してんねんというふうにもし言われても仕方がないか

なと思うんです。 

 

糸乗委員長    実際のところは、そういう課題もあるということを認識していただきたいと

いうことですね。 

 

木村委員     はい。 

 

糸乗委員長    はい、ありがとうございます。つけ加えたりはよろしいでしょうか。 

 それでは、次へ進めさせていただきます。次のページですね、これはちょっ

と項目が多くなっております。５８ページのとこですね、施策２３、お願いい

たします。 

 

児童生徒支援課長   （１）と（３）のところで、小中連携加配教員の配置事業です。これは、先

ほど２７ページでお話をさせていただいていたグレードアップ連絡会と連動し

ているもので、グレードアップ連絡会の方に出ている教員、あとその教員のし
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ている仕事を、授業から少し離れて子どもたちに対応支援させてもらうために、

今度は、その教員が持つための授業をこの小中連携加配教員が補充というか、

代わりにやっていただいてるというような事業になっています。評価ですが、

そちらに挙がっているところです。 

 そして、６０ページの方に移っていただいて、小・中の連携を図るために、

非常に大事な加配の方であります。今後、より質の高い授業をしていただくた

めの教員の人材確保に努める必要があるということを思っております。 

 それから次、（１）、（３）教室アシスタントの方をお願いします。こちら

の方は、小学校、中学校の１年生に、環境の変化になかなかついていけないお

子さんであるとか、それから特別支援の必要な児童生徒を対象に、生活面、学

習面での支援を行う支援員として配置をさせていただいております。担任がい

き届かない細かなところまでしていただいているというのが実情で、指標につ

きましてはそのような結果になっております。 

 ６０ページの方に行きまして、教室アシスタントについて、今後継続してい

くかということを総合的に検討した上で、非常に必要な加配であるということ

なので、それぞれに一人ずつの、力量もアップしていただくということで、研

修会をさせていただいております。そして、事務業務の拡大ということで、例

えば、簡単な丸つけであるとか、それから学級の掲示物を張っていただくとか

って、そういうような業務もしていただいていいということで、教員の負担軽

減にも繋がっています。 

 今後の課題としましては、担任が授業をしていたり、子どもと接していたり

っていうことで、その先生にこうやってほしいとか、そういう時間がなかなか

とれないのがちょっと悩みで、そのあたりをどうやっていくかということをま

た今後考えていく必要があるということを思っております。 

 

学校教育課長   （２）のところで、英語力向上事業ということで、外国語活動が始まってき

ております。小学校の方でも１１人のＪＴＥですが、兼任を入れてますので、

全小学校に日本語の指導助手、日本語を話せる英語の指導助手を、日本人の方

ですけれども、行っていただいています。それから、ＡＬＴ、外国人の方は中

学校に行っていただいていたんですけれども、この方についても小学校にも回

っていただいて、充実を図っています。学習効果ということで、校長による自

己評価ですけれども、４.１ということで９３.２％の実績値となっています。 

 ６０ページ、昨年度からの対応ということで、これは人についてではないん

ですけれども、オンラインを使って外国の子ども、外国の大人の方、先生とネ

ットワークを通じてしゃべるという授業を行っています。並行して、先ほども

言いましたけれども、ＡＬＴの小学校への巡回を開始しております。大変満足
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度が高いということで、今後につきましても、このオンラインとＡＬＴと、こ

ういう部門をうまく実施しながら拡大を図っていきたいなというふうに思って

います。 

 

児童生徒支援課長   （３）です、中学校の生徒指導主事活動推進事業です。中学校において、特

別な支援とか指導が必要なお子さんにつきまして、生徒指導担当加配を、先ほ

どもあったんですけど、２名配置してということでさせてもらっています。早

期発見、早期対応に非常に役立っていて、今後も校内のケース会議等とかにも

入っていただきながら、小学校へもまた行っていただく機会も作れたらなとい

うことも思っているところです。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、ちょっと項目多いですけども、よろしく

お願いいたします。 

 

木村委員     子ども３人とも１年生のときに教室アシスタントの先生にすごくお世話にな

ったんですけど、ずっと同じ方が同じクラスに大体うちの学校は行ってくれて、

１年２組にいた先生が次の年も次の年も１年２組にいてくれることが多くて、

たまたま兄弟がみんなその先生に当たったんです。何々ちゃんはこうやったけ

ど、この子はこうだねとかすごくよく見てくださっていて、たまたま私は学校

に行く機会がよくあるので、そのアシスタントの先生としゃべる機会があって、

私が入院することがあって、そのときに、何々ちゃんは、すごくお母さんがい

ないこと不安に思ってるけど、家で言ってないんじゃないかとか、何かすごく

接してくれているんだなというのがわかって。そういう私がしたような会話っ

て、他のお母さん方はされる機会がなくて、懇談とかも、担任の先生とはしゃ

べるけれども、アシスタントの先生とはしゃべる機会がないんですけど、やは

り１年生やと、よく見てくださっているのは結局アシスタントの先生の方が密

にしゃべってくれていることが多くて、子どもも自分のことをアシスタントの

先生にしゃべっていることが多いので、何かそういう懇談会とかでもしゃべる

機会があらはったら、もっと情報もたくさん入るし、保護者の方も喜ばれる方

おられるんじゃないかなっていうふうに思ったんですけど、いつも１時ぐらい

に帰られるんで、そういう機会があればいいかなというふうに少し思いました。 

 それと、２年生、うち今２年生になったんですけど、アシスタントの先生が

いない環境になって、子どもたちがわあってなったんです。それで、管理職の

先生とか教務の先生が入ってくださってるんですけど、何かもし可能なら、２

年生になってからも少し入っていただけるとありがたいなと思うんですけど、

予算的に多分、難しいと思うので。でも、急に大人の数が減って、子どもたち
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は開放されたのか、不安になったのかはわからないですけど、他の学校でもそ

うなのかなというふうには思います。 

 

糸乗委員長    （１）と（３）かな、のところは、現状の予算化は維持していただけてると

いうことですね。ただ、課題はある、それはもちろん多いにこしたことはない

んですけれども。 

 

川端委員     ここの項目は、全て人の配置に関わる部分ですね。だから、学校の現場にと

っても、人の配置をいただけるというのはありがたいことだし、これだけ手厚

くしていただける、なかなか教育委員会というかね、市町っていうのはない中

で、草津市はしていただいているので、今後も大事にしていただきたいと思い

ます。ただ、人を一人増やすか増やさないかで金額がぐっとまた変わってくる

ので、本当にそこには教育委員会の御苦労があると思うんですけども、少しで

も現状維持なり、学校の実情に応じた配置がしていただけることが良いかなと

思います。 

 というのは、明らかに成果として表れてきてるんじゃないかなと。特に、例

えば（３）の、これは先ほどの指標と同じだと思うんですが、いじめを含む問

題行動の発生件数の減少率とかね、こういうなんも、極端にもうやはり年々成

果があがってきてるというふうに私は見ますし、そういう成果があがってきて

るからやめるんじゃなくて、あがってきてることをやはりそれを継続していく

ためにも、人的な配置っていうのは、これはもう教育行政しかできないことで

すので、努力いただけたらなと思います。 

 

糸乗委員長    予算の面で言うと、その英語のところとかは、オンラインのやつは、人の配

置よりはかなり金額的には、安くで済んで、ちゃんと対応していただければね、

子どもたちは、自分が言ったことが返ってくるっていう意味からすれば、かな

り満足度もあるのかなというふうには感じるんですけれども、回数的に多かっ

たりすると大変かとは思いますけども。そこですね、もっと回数を増やす、人

の配置に比べ、どれぐらいなのかわからないですけども、回数が増えたりして

いくとなれていくのかなとも思います。こういう実際に本当に話をするという

のは大事なことだと思いますし、最近見てると、やはり英語をいろんな形で経

験してると思いますので、特に会話のところで、大学生ぐらいになってくると、

昔の大学生よりは、もう１０年、２０年前の大学生よりは、本当に英語が使え

るようになってるなというのは実感しますので、小さいころからの慣れという

のも大事なのかなっていうふうに思っています。 

 それでは、次へ移らせていただきます。６２ページのところですね、施策２
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４、お願いいたします。 

 

児童生徒支援課長   （１）、（２）は再掲ということなんで、（３）学校問題サポートチームの

設置ということで、教育問題に対する学校の支援を目的としたサポートチーム

体制を作っています。学校だけでは対応し切れないケースについて、弁護士さ

んや社会福祉士の方をスーパーバイザーとして、サポート会議を定期的に開催

しております。これまでの解決事例等を参考にしながら、早期対応とか組織対

応の意識が学校に浸透してきていますし、それから専門性に裏づけられた的確

な助言によって、本当にちょっと安心して教師それから学校はいろんなことに

対応できております。あと収束とか状況改善率は、そちらに挙げてあるとおり

です。 

 事例について、本当にきめ細やかな部分まで相談に乗っていただいて、本当

にありがたい組織体制だなというふうに思っております。起きてから相談のこ

とが多いんですけれども、今後は未然防止するために、じゃあどうしていけば

いいかとか、早期発見するためにはどうしていったらいいかということとかも

また相談できたらなと、取り入れて３０年度はやっておりました。さまざまな

相談に臨機応変に体制できるように、定期的な開催をしているんですけれども、

そういったあたりでできないかなということを今、模索しているところです。

ただ、お二人ともお忙しい方ですので、なかなかちょっと難しいところもある

んですが、できるだけそういったことをカバーするために、電話でとかメール

とかの相談も今ちょっと対応していただいているところです。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。この部分に関しては（３）のところですね、よろし

くお願いいたします。 

 

川端委員     昨年度のその到達目標からすれば８１.２％ということで、数字的には低い

んですが、ここは、だから成果がないというよりも、それだけ子どもたちを取

り巻く環境なり周りの状況、いろんな問題行動の背景の複雑さみたいなものが、

その問題はそう簡単に解決できる状況にないんだなと思いました。だからこそ、

この弁護士さんを含め、アドバイザーの方の存在なりこの取組というのは現場

の先生方に勇気や自信を与える取組として重要だなと思うので、この数字が悪

くなっていたらこの取組が意味がないということじゃなくて、だからこそ必要

だということで、これからも継続していただけたらなと思います。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 対応として、未然防止という観点、前回、もう少し前のときにもありました
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けども、アドバイスをもらいながら、また考えていくっていうことですよね。

大切なところだと思いますので。もしかすると、お忙しいというところで対応

しきれていない実情が出ているふうにも読めてしまうので、そういう面では、

よりやはりここにも強化していただきたいなという思いが上がってきますね。 

 それでは、次へ移らせていただきます。６８ページの施策２７ですね、お願

いします。 

 

学校政策推進課長   （１）、ＩＣＴ機器の整備やデジタル教材の充実ということで、先ほどＩＣ

Ｔを使った授業の充実というのがあったんですけれども、こちらの方は環境整

備という項目になります。評価項目は、デジタル教科書の学級あたりの月平均

利用回数ということで、３０年度は１４.４回となりました。 

 ６９ページ、課題の方になりますが、昨年度の委員の方からは、特にソフト

の購入などについて、一括でまとめるなどして効率的に購入してほしいという

御意見がございました。昨年度からの対応としましては、電子黒板の購入をし

たわけですけれども、市で一括して契約し、各校の配備率がある程度そろうよ

うに、効果的な導入に努めております。また、協働学習ソフトを導入してます

が、全小・中学校で共通のものを指定一括して契約して、効果的な導入、運用

になるように努めております。 

 今後の課題としましては、電子黒板については、整備率、来年度１００％を

目指すんですが、それに加えて、特別教室に今、入っておりませんので、理科

室などの特別教室の配備について検討していく必要があると思います。また、

協働学習ソフトについてはベネッセのミライシードというのを使っているんで

すけれども、他製品の内容、導入費用等を調査し、より効果的な導入を研究し

ていく必要はあるかと考えております。 

 （２）、（３）校務支援システムと教材共有ポータルサイト「たび丸ねっ

と」です。職員の成績処理や通知票、指導要録の作成など、また養護教諭の保

健関係の処理ができるように校務支援システムを導入しております。また、

「たび丸ねっと」につきましても、先ほどから何度も出ていますが、市の職員

で情報共有ができるようにということで、活用を図っているところです。 

 ６９ページに行きまして、昨年度の外部評価の方では、委員の方からは、特

にセキュリティポリシーについて御意見をいただきました。昨年度からの対応

といたしましては、校務支援システムにつきましては、希望者向けの研修会を

実施しております。また、個人情報が漏れないように、セキュリティーに保護

されたサーバに保管し、情報漏えい、紛失防止に努めました。また、セキュリ

ティポリシーの研修も、学識経験者を講師に招いて、研修も実施しております。 

 今後の課題ですが、校務支援システムにつきましては、一定働き方改革など
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にも寄与しておりまして、かなり先生方も使いなれていらっしゃって、教育委

員会への質問等もかなり減ってきた状況です。ただ、もう少しこうなったらい

いのにというような御意見もありますので、そういったところも含めて、機能

拡大等も含めまして、引き続き教職員の負担軽減を図っていく必要があるかと

考えております。 

 セキュリティー面におきましては、やはり、一度漏れてしまいますとすごい

ことになってしまいますので、セキュリティポリシーの見直しやシステムの構

築等を具体的に進めていく必要があるかと考えております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件に関して御意見などをお願いいた

します。 

 

川端委員     （１）のところは、先ほど言われた施策１３と、それから施策１８とも関連

しますし、もう私の意見というのは、先ほどしゃべったものをまとめていただ

いたらそれでいいかなと思います。 

 それから、校務支援ソフトの方ですが、草津市のこれも強みだと思いますし、

もう１００％を達成されてるということで、今後この目標、次の目標としては

どういう目標を設定するのかなという部分はあるのですが、大分もう評価でき

る取組だなと思います。今、説明ありましたように、その一方でのその危険性

の情報セキュリティーの部分だけは、今後も万全を期していただきたいなと思

うところです。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

 

川端委員     校務支援システムが他の市町にも、もっともっと広がっていくといいなと思

いますね。せっかく草津で育ってこられた先生方が、他市に行ったら全然ない

ので、また一からアナログでやらないといけないというようなことになったり、

逆に、他市で経験されてきて、授業力はあるけど、こっち来られて、校務支援

ですごくつまずかれるということも、慣れてくればあれなんですけども、ある

と思うので、ある程度全県的に統一されるようなものになっていくと、そのた

めにも草津にはこういうリーダーシップとっていただけるようなことになれば

大変いいかなと思いますが。 

 

糸乗委員長    セキュリティーのところは、本当に最終的には人の問題で、昨年度も多分話

題になってたと思いますけども。 

 と思えば、今日の新聞、昨日ぐらいですか、何かまさかと思いますが、何で
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したっけ、スマホ決済のプログラムがどうのこうのっていう。 

 

川端委員     ああ、いきなりね。 

 

糸乗委員長    ええ、まさか専門的なところで漏れるっていうのも。でも、そうなれば、も

うどうしようもない。何かにつけて気をつけていただかないといけないんだろ

うなというふうに、一番感じるところです。 

 これについては、あとは予算化をしていただいてということですね。 

 それでは、最後になりますが、８３ページですね。お願いします。 

 

学校政策推進課長   施策３４、（１）小中学校における環境学習の推進です。評価項目が環境学

習を実施している学校にということで、２０校とも実施しております。 

 課題になります。昨年度からの対応といたしましては、草津市のこども環境

会議を実施しています。一昨年度までなかなか２０校そろってこども環境会議

に参加するということができなかった年も多かったんですけれども、平成３０

年度には、市内の全２０小・中学校がブース出展、それから市外の学校からの

出展も加えまして、盛大に実施されました。 

 今後の課題としましては、各校の環境学習の締めくくりとしてこども環境会

議の位置づけを継続できるようにしていくために、くさつエコスタイルプラザ

との連携をますます強めていく必要があると考えております。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。それでは、この件につきまして御質問などありまし

たらお願いいたします。 

 

川端委員     昨年の委員さんの意見の中にも多分、何かこれ読むと、そう、同じに思って

おられるのかなと思ったんですが、指標が２０校実施します、ですよね。当然

実施して当たり前というのか、教育課程の中に位置づけてというものを書いて

おかれるんですから、逆にこれが数字が２０校に達してなかったら、やってな

いのということなので、学校でしたかどうかというその校数よりも、本当は、

その環境学習の成果というのは意識とか、その学んだ子どもたちの行動とか、

そういうもので評価ができるといいんじゃないかなということを思いましたの

で、新しく改定されるときには考えていただけたらなと思いました。また、そ

の大きな施策３４の表題も、誰もが参加できる環境学習というタイトルがいい

のか、いや、今はもう、例えばストローもプラスチックを使わないとか、それ

が海の海洋汚染にもなってるんだということを考えると、例えば地球規模で考

える環境学習を推進しますとかね、何か本当大きな視点の環境学習、グローバ
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ルな、そういう意味合いを持たせていくこともこれから大事じゃないかなとい

うことを思いました。 

 いずれにしても、学校でも、それから地域でも環境学習が草津、熱心にされ

ていますので、そういった意味で子どもとか保護者、地域の市民の方の声が評

価として生かされていくといいなと思いました。 

 

糸乗委員長    ありがとうございます。 

 いくつかの環境に関する、何というんですか、提言とかもありますし、それ

をこういう形の、草津ならでは、子どもたちなので、もっと身近な項目でない

と多分難しいとは思いますけども、やはり意識していただいて、世界中で考え

られている環境に関する話題っていうんですかね、問題も意識して、じゃあ草

津で何ができるかとかっていうふうな形も子どもたちが意識を持ってもらって、

これってもっと全国のところに行ったりということも今までされていたりする

と思いますので、そういうところで成果を発揮していただければすごいなとい

うふうにも思いますので。もう定着しているとは思うんですけども、定着の中

で、さらにやはりまた子どもたちは新たに学んでいくということですので、そ

ういう部分を大切にしていただきたいなというふうに思います。 

 いいでしょうか。 

 はい、後半ちょっと急いだ形にはなりますが、また次回もありますので、思

いついたという部分があれば。全体的に今やっても、一気にやってしまいまし

たので、今ということではないとは思いますが、また次回もございますので、

今日のところはこういう感じでよろしいでしょうか。 

 あとは事務局の方でよろしくお願いいたします。 

 

教育総務課長   ありがとうございました。本日予定をしておりました１９施策、全て予定ど

おり点検・評価を終えることができまして、また長時間にわたりまして御議論

いただきましてありがとうございました。 

 次回ですけれども、第２回の委員会を、７月の１６日の火曜日、午前９時か

らこの教育委員会室で開催の方をさせていただきたいと思います。残り２０施

策ということでございますけれども、事務局の方も簡潔に説明をさせていただ

いて、各自進行も進めようというふうに努力をさせていただきますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

閉会   午後 ４時５５分 

 


